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平成8年度博物館実習総括
平成8年度（1996）の博物館実習は従来の3コース（歴史・美術・文書）に加え、第2部（夜
間部）が千里山学舎に移り、第2部にも「博物館実習」が開講されて3年目である。講義は第1
部の実習と同様のカリキュラムで、実習日は土曜日特別時限の午後2時40分より5時50分までの
3時間である。
受講生は1部60名、2部35名と決定した。1部においては従来通り3コースに分け実習を行な
い、歴史コースは考古、歴史、民俗学等に興味や関心のある学生で将来博物館、史料館、民俗学
資料館等への勤務を希望する学生、美術コースは美学、美術史等に興味があり美術館方面へ就職
を希望する学生、文書コースは文書、公文書に興味があり、将来、文書関係及び文書館等での業
務を希望する者ということで、学生の希望を尊重しコース編成を行なった。結果は歴史コース27
名、美術コース20名、文書コース13名の60名編成となった。男子22名、女子38名で、女子の受講
生が近年増加の傾向にあり、今年度も女子学生の受講が多かった。文学部生以外に、商学部、経
済学部、社会学部、及び大学院生も受講した。
第2部においては、第1部との合同実習も実施した。特に開講3年目であり、各担当者も自己
の経験を生かしての熱心な実習で、それが学生へも伝わり、しばしば実習時間が超過することさ
えあった。
コース別の実習は行なわず、学芸員業務の全体について実習、講義を行なうとともに見学実習
は第1部と同時の見学のほか、また2部独自の見学も実施した。
第1部の「歴史コース」の実習については昭和36年開講以来30数年の歴史と伝統があり、教育
効果も充実したものとなっている。主に史学・地理学科の学生が多数受講しており、取扱う資料
も歴史、考古、民俗資料等を中心に文書資料も加わる。実習については本学博物館の実習室、展
示室において全て実施しているが、実務実習として西宮市郷土資料館へ4日間依頼した。見学実
習としては近効の日帰見学、京阪神地方の1泊2日の実習、東京方面の2泊3日の実習を行ない
主に歴史博物館施設を見学した。
「美術コース」は開講以来17年となりその実績と伝統において美術館、博物館へ勤務している
卒業生も多数おり、この人々の協力を得て、本学では実習不可能な諸々の実習もさせていただい
た。館務実習として奈良県立美術館で2日間依頼し、美術資料に関する取扱などを実習させてい
ただいた。 1泊2日の見学実習は倉敷、岡山方面の施設（倉敷考古館、大原美術館、岡山市立オ
リエント美術館、岡山県立博物館、夢二郷土美術館、岡山県立美術館）を見学させていただき、
学芸員のご説明と館内案内を受けた。また東京方面における2泊3日の見学実習も東京国立博物
館をはじめ美術館を中心に多数を見学した。
「文書コース」は文書・公文書コースであり、開講13年となり、暗中模索の域を脱し着実に充
実した実習として学生の人気がある。少人数で出席率もよく、レポートにも優秀なものが多く見
られる。夏期休暇中の1泊2日の見学実習は毎年広島方面へ旅行し、広島市立文書館、広島県文
書館、広島県立歴史博物館、福山市鞆の浦歴史民俗資料館等を見学させていただいた。館務実習
として大阪市史編墓所、箕面市郷土資料館等へ依頼しお世話になった。
－9－
「第2部コース」は開講3年目であり、昨年度の実習を踏襲し、各担当者のそれぞれの専門を
生かしての講義実習であり、別掲の時間割通り第1部の実習を踏襲したもので、見学実習も、特
に支障はなかった。ただ、第2部受講生は1泊2日の近効の見学実習のかわりに洋上実習に参加
させた。また1部に在籍している学生も第2部での受講を許可し人数の調整が行なわれた。提出
レポートにもユニークなものが多数あった。
実習の実務として本学博物館において資料の取り扱いについては全て実習を行っている。歴
史・考古・民俗・美術工芸及び文書資料等において「資料鑑賞」 「整理分類」「展示解説」 「修理
保存の手入」 「写真技術」 「梱包・発送の手続」等各担当者が交互に行ない全受講生が一通り実習
をすることになる。そして館努実習として「奈良県立美術館」 「西宮市郷土資料館」 「箕面市行政
文書資料館」等へお願いしている。
本課程における大きな特徴として毎年11月下旬「学内実習展」を行ない実習成果を発表してお
り、ユニークである。博物館展示室の一部分約16台の展示ケースを使用し、各コース独自のテー
マを設定し、実習担当者の指導助言のもとで、全て学生自身で自主的に運営実施した。各コース
のテーマは別掲のアンケートのとおりであり、資料借用、展示、返還等を学生の手で実施し、
『展示目録』 （カタログ） も製作した。 「実習展アンケート」を毎年実施しており、集計と分析を
行ない実習展の講評としている。最終展示日には担当者全員が展示を見て廻り、学生の学芸員心
得の説明を受け指導アドバイスを行なった。
特筆すべきことは3回目の試みとして、全国大学博物館学講座協議会(106大学加盟）西日本
部会と関西汽船主催による「洋上実習」が開催され、本学も第2部の受講生を中心に38名が参加
した。 3泊4日の日程で大阪港を出港の後、船内において開講式が行なわれた。そして大学間の
交流会があった。習朝大分県別府市へ着き県内の施設、 「臼杵石佛」 「ヤマコ臼杵美術博物館」
「朝倉文夫記念館」 「山鹿市立博物館」 「オブサン古墳」 「チブサン古墳」 「石橋美術館」を見学し、
博物館施設についての見聞を広めた。この実習は京阪神方面の15大学約400余名の受講生が参加
して行なわれたもので、運営上は多少改善すべき点はあるが、おおむね好評で成功したと思う。
第4回目も実施計画がありこれに参加し、充実した実習になるよう努力したい。学年未には「レ
ポート」 （1年間の実習総括)、「実習簿」を提出させ、平素の出席点を加味し、総合点により資
格取得者を判定し決定している。
最後に授業日程、学生のレポート、実習展アンケート調査報告を収録し1年間の実習総括とす
る。 (Y・K)
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史
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取
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に
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行
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の
で
、
十
分
注
意
し
て
掲
示
を
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落
と
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
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?
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?
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尚
、
緊
急
の
場
合
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各
班
長
を
通
じ
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行
う
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土
・
日
曜
日
の
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習
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見
学
等
の
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に
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い
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都
度
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に
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す
る
の
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こ
と
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休
み
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実
習
日
程
を
7
月
5
日
（
金
）
に
説
明
す
る
の
で
、
当
日
は
全
員
出
席
の
こ
と
。
･
期
間
中
、
教
育
実
習
に
参
加
す
る
学
生
は
欠
席
届
を
実
習
簿
に
添
付
し
提
出
の
こ
と
。
尚
、
実
習
簿
は
実
習
終
了
後
提
出
す
る
こ
と
。
採
点
の
参
考
資
料
と
し
た
後
、
各
自
へ
返
却
す
る
。
（
成
績
発
表
日
に
博
物
館
事
務
室
に
て
返
却
）
･
見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
何
ら
か
の
理
由
で
遅
刻
し
た
場
合
は
、
各
自
に
お
い
て
入
館
料
（
有
料
の
場
合
）
を
支
払
い
実
習
へ
合
流
の
こ
と
。
･
館
内
に
お
い
て
は
館
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
･
館
内
に
お
い
て
は
、
万
年
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
･
実
習
見
学
が
終
了
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
見
学
館
に
は
、
そ
の
日
の
担
当
者
が
後
日
礼
状
を
出
す
こ
と
。
以
上
月
第
1
部
日
美
術
文
書
歴
史
日
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2
部
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1996年11月20日(水)～22日（金）
関西大学博物館第2展示室（簡文館内）
TelO6-368-1171(内線3341)
日時
場所
書と文房具 歴史コースA班
毛筆による書体は本来中国独自の筆記法であるが，その影響は漢字文化を共有する東アジア周辺諸国に対しても
多大なものがあった。書はしかし，単なる情報伝達の手段に留まらない。王義之を始めとする著名な書家のみな
らず各地で出土する木簡の片言隻句に至るまで深い精神世界の内在を見る者に感じさせるのである。現在の日本
でも書を愛する人々の裾野は広い。その書と切っても切れないのが硯，筆を始めとした文房具である。それらの
中にもまた芸術品として絶賛されるものも少なくない。そうした文房具に焦点をあててこれを展示することによ
り，皆さんの書への理解の一助となれば幸いである。
＜らし
生活と「竹」 歴史コース B班
日本人と竹は，古来より深い関わりがありました。最古の物語といわれる「竹取物語」にも，竹を採って生計を
立てる翁が登場します。この例を見るまでもなく，現在の私たちの生活の中を見回しても，生活に密着した道具
を始めとし，庭園の中・建材など様々に利用されています。つまり， 日本人は竹の特性をうまく利用してきたの
です。また，七夕を始めとした，種々の伝統的な行事の中にも数多く見る事が出来ます。このように， 日本人の
生活の中に見える竹について，私たちなりのアプローチで迫ってみたいと思います。
池田の酒：呉春一地元に根づいた名酒一 歴史コース C班
酒は人と切っても切れない関係であり，その歴史は人類とともに歩んできた。今日， 日本の酒は全国各地で数多
くの種類が造られている。地酒というのはその土地に深く根づいたものであり，その盛衰は気候や風土，歴史的
背景に負うところが大きい。現在では，灘や京都などで造られている地酒が全国的にも有名であるが，今回私た
ちがとり上げるのは，江戸時代には名酒番付でも上位を占めていたほど人気があった池田の呉春である。この酒
は，谷崎潤一郎や司馬遼太郎などの文豪も魅了された名酒である。展示ではその歴史や地元との関わりについて
みていきたい。
お菓子のパッケージデザインとその時代 美術コースA班
大手お菓子メーカーでは，大正から今日に至るまで幾度となくチョコレートやキャラメルのパッケージデザイン
の変更・修正をしており， また新製品を出すたびごとに様々なデザインのパッケージを世に出してきた。このよ
うに時代を追ってデザインの変遷を見ることのできるお菓子のパッケージは， きっと私たちにそれぞれの時代の
空気を少なからず伝えてくれるものとなるに違いない。
季節の茶室一秋一 美術コース B班
『枕草子」に「秋は夕暮れ…」とあるように，古来より秋は，情趣を感じさせるものとして， 日本人に親しまれ
てきた。こうした感性は， 「わび．さび」にみられる茶の湯の精神にも通じるものがある。私たちの展示では，
この「秋」 ・ 「茶の湯」をキーワードに，いかに秋というものが， 日本文化に影群を及ぼしてきたかについて，
秋の茶室を再現することで示してみたいと思う。
大阪の古地図 文書コース
地図は社会の移り変わりと共に変化するものである。
私達は大坂の古地図を用い，時代々々における大坂の町並みや人々の生活風俗を再現してみたいと思う。
野球史に見る道具の変遷と生活 Ⅱ部歴史班
戦前戦後を含め，野球は日本において歴史が深く，最近ではJリーグ人気にも押されつつも， イチローらの活曜
により，なお根強い人気があります。そこで私たちは日本で親しまれている野球というものを取り上げ，野球史
に見る道具の変遷と （私たちの）生活をテーマにしました。テニスは庭球，サッカーは蹴球と日本名があるのに
一般化せず， なぜベースボールだけが野球となったのかを探れたらと考えています。
『縞」 Ⅱ部美術班
普段何気なく目にしている模様のひとつに「縞』があります。現代では，マリンルックなど人気の高い模様とし
て受け入れられていますが，その起源をたどると，そこには思いもよらない意味がこめられていたのです。欧米
の映画を思い浮かべて下さい。囚人はと′んな服を着ていましたか？時代劇を思い浮かべて下さい。殿様や奥方の
衣装に縞模様が使われているのを見たことがありますか？私たちの展示の中にその答えを発見できるかもしれません。
－16－
平成8年度関西大学博物館実習
観覧者アンケート調査集計報告
〈はじめに＞
私たち、関西大学博物館実習生は、実習授業の一環として、美術館の観覧者を対象としたアン
ケート調査を行った。
この調査の目的は、観覧者の奈良県立美術館特別展『志賀直哉の空想美術館一文豪と美の交遊
一』の展示、および奈良県立美術館に対する意識の調査である。実際に観覧者を対象としてアン
ケートを採った初の機会であり、得るところは大変多かったといえる。
以下、調査の概要・方法・集計結果などについて報告する。
<調査概要＞
実施日時-1996年10月20日（日）
午前11時～午後1時（約1～2時間）
実施場所一奈良県立美術館出口付近
展示会名一特別展『志賀直哉の空想美術館一文豪と美の交遊一』
実施者一関西大学博物館実習実習生
実施対象一当日の観覧者計70名
〈調査方法＞
調査方法は、実習生が直接観覧者にお願いし、観覧者にアンケート用紙を手渡して項目に記入
していただくか、 もしくは観覧者に対して聞き取りをし、実習生が項目に記入、その後に回収す
る形式で行った。
<集計結果＞
1．性別
男：36名女：34名合計70名
2．住所
奈良市内
奈良県以外
（内訳）
16名
44名
大阪
京都
兵庫
奈良県以内
横浜
東京
??????? ?
(内尼崎1）
(内橿原1）
－17－
広島 1名
三重 1名
未記入 9名
上記以外 10名
3．年令
20歳未満:6名 20代:26名30代:13名
40代：10名50代:6名 60代:5名 70代:3名
無回答： 1名
4．職業
小学生以下:0名 中・高校生:4名
大学・短大・専門学校生：26名 会社員：10名
公務員・教員： 7名 自営業・自由業： 6名 主婦：11名
その他： 5名
（内訳）医師： 1名 歯科医： 1名 年金生活者： 1名
書店事務： 1名 未記入： 1名
無回答： 1名
5．博物館・美術館の利用度（年間）
0回:0名 1回:4名 2回:3名 3回:6名
3～4回：1名 4回：8名 5回：12名 5～6回：4名
7回:0名 8回:0名 9回:0名 10回:19名
12回：3名 15回：1名 20回:2名 25回:1名
30回:2名
無回答： 4名
6．最近利用された、 また、 よく利用される博物館・美術館名
奈良国立博物館 10名
京都国立博物館 8名
国立民族学博物館 6名
奈良県立美術館 6名
奈良そごう （そごう美術館） 5名
京都文化博物館 4名
京都近代美術館 3名
大阪市立博物館 2名
神戸市立博物館 2名
大阪市立美術館 2名
大谷美術館 1名
京都府立文化博物館 1名
大丸ミュージアム 1名
天理参考館 1名
－18－
堺市博物館 1名
京都高島屋の美術館 1名
関西大学博物館 1名
神戸市美術館 1名
大和文華館 1名
兵庫県立近代美術館 1名
滋賀県立近代美術館 1名
京都市歴史資料館 1名
ウィーン美術史美術館 1名
横浜そごう美術館 1名
京都市美術館 1名
兵庫県立 ？ 1名
松柏美術館 1名
（館の名前を間違って回答されているところがあります）
7．来館の目的について
(a)この特別展を目的として
はい31名 いいえ 39名
(b)(a)で「はい」とお答えになった方のみ
この特別展を何で知りましたか
ポスター： 7名 新聞・雑誌： 7名 テレビ・ラジオ： 5名
知人：11名 その他：美術館年間スケジュール 1名
学校・授業 1名
(c)この特別展で特にご覧になりたかったもの
・仏像（仏さま） 2名
・鑑真像
． 「山」
．「柿図」 （武者小路実篤）
・唐招提如来立像
・自画像
・志賀直哉の「樹下美人」
・武者小路実篤の俳画
・ジョルジョ ・ルオー
・絵画
・志賀直哉の自筆展示物
・志賀直哉の見識
・志賀直哉と交遊した芸術家
・焼物類
・美術全体に興味ｶざある。特に奈良ゆかりのものを見たかった
－19－
(dXa)で「いいえ」とお答えになった
学校の授業等の関連で
趣味・教養
その他：仕事のついで
常設展を見に来た
目的地の途中で寄る
とお答えになった方の目的は????????
観光
未記入
(誤回答者あり）
8．来館以前の当展への興味は
非常にあった 14名
普通 32名
あまりなかった23名
無回答 1名
9．来館以前の当館に関する予備知識は
あった 16名
なかった 52名
無回答 2名
10．展示方法について
(a)順路 良い 19名
適当 33名
悪い 16名
無回答2名
(b)配置 良い 23名
適当 41名
悪い 4名
無回答2名
(c)光源 良い 33名
適当 28名
悪い 7名
無回答2名
気付いた点： ．写真展示が･ 多かった
･現代の絵と描き方が全然違う
。全体的に暗い
･目の位置に作品ｶぎあったのが良かった
･ゆったりししている分メリノ、リカゴほし
･照明力ぎ思ったより明るかった
．刷り物が多い
リノ、リカゴほしかった
-20-
･志賀直哉と奈良の関係
･作品の内容がとぎれがち
･展示ケース内に「たたみ」があった
｡ちょっと暗いけどまあ仕方ない
｡写真の間隔が狭い
．配置に関してはせせこましく感じた
．壁の両側に展示があると見にくい
｡一階の写真を「写真」と書いてもらわないとわからない
･関連性のある物はひとまとめに
･額が一様に傾いている
．スペースがある
｡置き方がすっきりとしている
｡幅が見やすい間隔でとられている
｡順路がよくわかりません
．順路が途中で逆になっている
11．展示内容について
(a)出品数多い 18名
適当 44名
少ない 8名
(b)説明内容わかりやすい 15名
まあまあ 37名
わかりにくい 16名
無回答 2名
(c)(d)で「わかりにくい」とお答えになった方のみ
どういう点でわかりにくかったですか
、説明が少ない。わかりにくいなど 9名
・実物かそうでないかのちがい 2名
・ふりがな力Nほしい
．置く順番がわかりにくかった
、自分が知らないことが多い
．ただ簡略しすぎの気もした
(d)出品物良い 18名
まあまあ 37名
よくない 8名
無回答 7名
(e)(d)で「よくない」とお答えになった方のみ
どういう点がよくなかったですか
．もっと実物を出してほしい 2名
－21－
・写真が多すぎ 2名
・パネルが多すぎる 2名
・印刷物ばかり
・写真
・柿図
(f)もっとも印象に残った作品物
・冬瓜と南瓜5名 ・ルオー「郊外のキリスト」 4名
・如意輪観音坐像3名 ・志賀直哉像3名
．「山」 3名 ・如来立像3名
・セザンヌの絵2名 ・武者小路実篤の作品全部 2名
・志賀直哉兄 2名 ・小林小径「茄子」 2名
・安田弥彦の法隆寺金堂の消失前の壁画模写2名
・桃小禽図 2名 ・入江氏の作品 2名
。 「とんぼ」 2名 ・勧心寺如意観音の写真2名
・薬師如来坐像 ・鑑真
・現代美術 ・玉彩龍鳳文尊式瓶
・宗達の軸物 ・唐招提寺の仏さま
・林、油絵 ・浜田庄司
・風景 ・志賀直哉自筆の絵など
・暗夜行路豪華版 ・陶磁器などの焼物
・弥勒仏坐像 ・柿図
・さくら ・梅原龍三郎
・白釉黒流描扁壺 ・われはでくなり
・葆光、鹿 ・熊谷守一
・カンヌ ・武者小路実篤の色紙
・首のない仏像 ・鳥獣人物劇画
・絵巻物、建築物（複写とはいえ、一度にあれだけ有名な物をまとめてみ
ることはないので）
12．質問12はありませんでした。
13．入館料について
高い 12名
適当 47名
安い 5名
無回答6名
14．施設について
(a)充実度良い 29名
まあまあ 36名
よくない 3名
－22－
無回答 2名
(bXa)で「よくない」とお答えになった方のみ
どこｶぎよくなかったですか
トイレ 1名
休憩場所 1名
椅子 1名
駐車場 0名
その他設備
喫煙所
よくないところをどのように改善すればよいと思われますか
・喫煙所を作ってほしい
・洋式を増やす
15．館内の雰囲気は
良い 32名
普通 37名
悪い 0名
無回答 1名
16．今回の特別展は期待どおりの内容でしたか
はい 19名（期待よりよかった:1名を含む）
まあまあ 40名
いいえ 10名
無回答 1名
17． その他、観覧後の全体的感想・当館に対するご希望など
，写真ばかりだった 3名
．多すぎて時間力ざかかったなど 3名
．良かったです 2名
．ちょっと地味な感じがする 2名
･実物の数ｶぎ少なかったの力釘残念でした
・上品でした、堪能しました
。少しあついかなと思いました
・企画はよいが内容はいまいち
・常設展の方ｶ罫良かつた
．全部見て疲れた
・常設展を残してほしかった
・特別展はなかなか多角的な展示だった
。まとまった展示でした
･ 1Fが白黒ばかりで寂しい
・休憩室を別に作ってほしい
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･常設展はどこへ行ってしまったのでしょうか
．強烈なインパクトを残す物がなかった気力ざする
・ 1つの仏像のいろいろな角度からの様子を見ることができて良かったです。 1
つの時代にこんなにたくさんの仏像が作られていること、そして現代に残って
いることが驚き、嬉しく思いました。作家の志賀直哉が絵や彫刻、建築、庭に
興味をすごく持っていることを知ることができました。
･般若寺に行く途中でよったので、予備知識なく、直哉の知らないところが分か
ったような気がする。
･今回の展示のポスタ一等が、あまり市中になく、ややアピール不足なので
は……と思う。テレビではお知らせがあった(NHK)
･展示に没頭できる落ち着いた雰囲気がとても気に入った
。もっと宣伝した方がよい
.館内の雰囲気をもっと明るくした方がよい（外観も）
･志賀直哉と奈良の関わりなど知らないで来たが、思っていたよりおもしろかっ
た
｡静かでゆっくりみれた
．いろいろな作品が見れて良かった。見易かったが、ちょっと単調な感じがした。
もう少し主張がほしいところ
･学生さんが多くて驚いた
｡志賀直哉に興味を持って以来、今まで知り得なかった世界を見た思い
･「奈良県｣の歴史的価値をもっと認識すべき。文化財保護の認識が特に地元民に
欠けている。呼びかけをするべき （県にも：改修費等）
･観客の数が適度だったので非常にみやすいものでした。ただ、 しかたのないこ
とではありますが、写真展示があまりにも多く、 これでは、志賀直哉の写真展
示を見ているような錯覚になりました。
･アンケートを展示室でしているのでやめてほしい
｡展覧会の回数・内容の充実化
．もうちょっとわかりやすい順路を決定してほしい
｡作品について説明がほしい
18．次回の特別展でやってほしいと思われる催し・展示内容など
・奈良に関係深いもの 4名
・ウジェーヌ・ブーダンの特別展 2名
・仏教美術展 2名 ・セザンヌ絵画展
・小林小径 ・アンドレ・ケルテス展
・むなたかしこ展 ・葛飾北斎展
・彫刻 ・世界の重文
・写真ででていたものの宝物展 ・アジアの音楽・楽器
・フランス革命展 ・日本の風俗に関するもの
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･焼物や書画の展示 ・世界の絵画展等
･インドの神話に関係する展示 ・アフリカンアート
･美人画 ・実物の展示
･ルノワールなど、それくらいの時代の西洋絵画
・日本の明治・大正期の洋画または奈良を代表する洋画家の作品展
･奈良や季節を感じさせるような絵画展・催しをやってほしい
．寺や神社を巡るのと違う奈良の一面が見られる催しをしてもらえると、旅の楽
しみ力:ふえるようです
･奈良県出身の画家の特集
･茶器・茶道に関するもの
･奈良の寺院の展覧会など（設計図や木材の加工技術等建築的なアプローチで）
･仙崖の展示をやってほしい ・ムンク展
・日本画 ・モネなどの西洋画
〈総評＞
★展示関係
今回の展示は特別展として行われていたものであった力欝、集計結果を見る限りで
は、おおよそ主催者が意図していた反応が返ってきているように思える。ただ、展
示における技術的な側面からの手厳しい回答が多く目立つように感じた。特に、写
真展示が多いのは、今回の展示の性格上いたしかたないとしても、実物と写真とが
混在している展示ケース内においては、その区別を観覧者にもはっきりと分かるよ
うにしていただきたかったと思う。また、解説の有無は、あった方が良いという方
と、ない方がすっきりとしていいという方がいるので、一概にどちらがよいとはい
えないと思う。
★その他
奈良県立美術館自体に対する観覧者の評価はおおむね良いようで、アンケート結
果にも如実に反映されている。ただ、その独特の建築によって、内部の動線力:少々
乱れているようで、アンケート結果にも、順路力ざ分からない等の回答が目立つ。
照明の問題では、写真展示が多かったということもあるのだろうか、以外に明る
くていいという方力叡多かつた。
また、 蝋常設展を見に来たのに……"という方が意外に多く見受けられたのは、そ
れだけ普段の展示に力を入れている証拠なので、美術館にとっては大変光栄なこと
だと思う。また、そのような方のためにも、特別展と常設展力叡共存できるような展
示方法を行ってほしいと思う力罫、展示スペースとの関係力ざあるので難しいことであ
ろうと考える。
最後に、今回のアンケートに協力いただいた観覧者の方々、並びにアンケート調査に際し
て御指導いただきました宮崎先生に、紙面の上からではありますが感謝の辞を申し上げたい
と思う。
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1996年度関西大学博物館実習観覧者アンケート用紙
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習課程の一環として、実習展を催す運び
となりました。今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施させていただいて
おります。何卒ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
（1）性別 1．男 2．女
（2）職業 1．本学生（ ）学部（ ）年生 2．他大学生
3．高校生 4．実習生 5．その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4．その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。 ????
その他、お気づきの点がございましたら記入してください。
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は8つのグループに分かれて行っています。各展示について右記の事
項にお答え下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○印をつけること）
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集計者:2中94－l
赤井清明
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第 1 部受講生 第2部受講生
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平成8年度博物館実習報告
受講生のレポートから
一年間の実習総括
厩三河
｢博物館実習の一ヶ年」
95M234阿部公子
博物館実習一ヶ年の総括
一年間を通して博物館実習を振り返ると、実に様々な観点から、博物館というものを観察して来
たと実感する。はじめこの博物館実習を履修しようと決めた時、ただ漠然と学芸員としての資格に
見合う能力を身に付けたいと思っていた。博物館を総括して学芸員の仕事があるとの感があった。
しかしながら、実に多種多様な方法論が存在し、資料によって、勿論のこと、保管技術が異なるの
で、自分の専門分野のみの知識では、専門博物館等の、稀にしか見られない例を除いて、ほとんど
の場合、通用しないのである。勿論、自己の専門分野の確立は重要であるが、ある程度の博物館全
体としての基礎知識の上に、専門分野が分化する、 という状況を把握するべきだ、 と気付いたので
ある。また、今まで何気なく見過ごしてきた、民間の博物館の展示の裏には、学芸員の影の努力が
あることに気付き、感慨を受けた。一年間、 この博物館実習で学んだ事は多大であった。
平常講義
4月から始まった博物館実習の講義は、博物館とは何であるか、また学芸員の役割・重要性、 と
いった基礎を教授された。博物館とは多種多様である。歴史、美術、文書コースに分かれて、博物
館実習はスタートしたが、個々の選択したコースのみの実習ではなく、博物館と定義づけられる事
物に関して、全ての基礎を学んだ。これは、実に多くの事が学べ、比較検討をすることで、何が重
要であるかということ、資料の特異性に応じた対処を考慮するようになった。
第一日目の講義で、博物館資料の種類、整理、分類を学んだ。資料に整理番号を付け、資料の整
理整頓を狙う。図書館で図書の整理の為に図書番号をふり、整理している状況とほぼ同様である。
ここで問題になるのは、どの資料がどの区分に分類されるかということである。この分類には学芸
員個々独自の分類観点によって分類されたのでは、統率がとれない。よって、全ての学芸員の共通
な分類の視点が要求される。資料の中にはこつないし三つの分類に属したりするものが多々あり、
非常に難しい。
また、資料の取り扱いについても教えて頂いた。取り扱い資料は、歴史、美術、文書であり、同
一の部分、独自の部分を認識することが出来、全ての資料に対して、大切に扱うことを前提として、
その中でも、重要性の見極め、適当な対処を見出す訓練をした。特に悪戦苦闘したのが、資料の梱
包で、必要以上に丁寧に梱包してしまい、梱包材料の無駄使いをし、箱に入れる時に梱包材の多さ
に憎然とした。また、几帳面に箱に入れようとしても、多種多様な形態、材質の硬度等に阻まれ、
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巧くいかなかったことが思い出される。簡単なようで、実は、大変難解な処理段階である。
資料の借用にあたり、借用書と調書の作成が必要である。調書は非常に重要で、借用資料の現状
確認の為、資料の特徴、破損状態、記述の必要性のある事項を記入し、返却の際に、借用した時と
出来るだけ同じ状態で資料を戻す為'の確認証である。通常、借用者側が調書を作成し、出品者側に
確認してもらう。借用害は、借用した資料の一覧である。このような事務手続きをふんではじめて、
展示会場に借用資料が移動するのである。細々とした事務手続きが、信頼関係を支え、相互利用の
幅を拡張させているといって良いだろう。
このほか、様々な資料の保管方法等について、学んだ。個々の事例を挙げると尽きないので、こ
こでは割愛するが、実に多岐に亘る博物館の学芸員の仕事についての教授を受けて、改めて、学芸
員とは重要な仕事であると痛感したのである。
博物館実習展
博物館実習展は、諸先生方の指導・協力のもとに、生徒自らが展示を企画する。これは、大変で
あるが、大変貴重な、そして有意義な実習だった。 というのは、まず、実習展で展示するテーマを
決め、それから展示物を収集、展示内容の検討、展示といった、一連の博物館における展示の過程
を体験することができたからである。
約十名から成るグループを一班とし、歴史・美術・文書の中から展示内容を検討した。一般の博
物館に於いて、様々な常設展示が置かれ、特別展示が催されている。今までは、観覧者としての立
場から展示を傍観してきたが、いざ、自分達で展示を企画・実施するとなると、そんな気楽な事も
言っていられず、諸博物館の展示がどれほどの労力を伴っているかを身をもって実感した。私は、
大学院の研究の都合上、前半は、他の班員の人達に迷惑をかけてしまった。しかしながら、その時
の状況等を班員の人達から教わり、補うことが出来た。
私達の班は、展示テーマに、書と文房具を選択した。主に中国の資料を扱ったが、書に関する文
房具がこんなにも様々あり、また意味を包括しているということは、 この実習展で理解出来た事で
ある。今までは、漠然と“書”というと、習字や、習字の道具といった類の資料しか頭に浮かばな
かったが、今回の展示を行うにあたり、習字という概念を超越した、実用面のみの見解でなく、
“美”を意識した美術の価値観をも見出した。道具が事物に関してどれほどの重要性を持っている
のか考慮し、いかにその資料を閲覧者に理解し易いように展示・説明するか思慮する必要性を実感
した。このようにひとつの展示を行うにしても、多大な労力と知識を有し、展示の主点を何に置く
かを吟味することが、どれほど重要であるかということを痛感したのである。
展示のテーマを決め、資料を借用し、いよいよ展示ケースに、陳列するわけであるが、これがま
た、一策を労した。まず、展示の流れに添った陳列であることは、不可決である。そして、照明等
の調整、資料に即した環境をも考慮し、一番適当な、ディスプレイを考える。ただ単に、 “もの”
を並べるのではなく、陳列することによって、 “もの”ではなく、資料としての“価値”を並べる。
それが、展示に必要な心得であると思う。展示資料をテーマに即して陳列し、付簔や説明文、また
地図・写真等の視覚的情報によって、更なる理解の介助を狙う。時には、聴覚に訴える情報も効果
的かもしれない。展示をより良いものにしようと考慮すると、多種多様な方法が、考えられ、民間
の博物館で何気なく観覧して来た常設展示や特別展示には、学芸員が試行錯誤した後の、適当な方
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法が採用されていたのだろうと感嘆の念がおこった。
大切なことであるが、資料展示に際し、資料の保管性も考慮すべきである。資料の種類によって、
その適当な保管方法も異なる為、同一の展示ケースには、類似した保管方法によって、保管される
資料を陳列する等の思慮が必要だと感じた。
展示の陳列を総合的に検討すると、資料の特異性、展示趣旨に即した展示の配慮、理解の介助の
為の付簔等を総括検討する必要がある。
展示の解説をまとめた、図録の作成は、楽しくもあり、大変な作業でもあった。何回にもわたる
文章の校正、ページ替え、出品紹介の写真のレイアウト等、熟考することはたくさんあったが、展
示の趣旨を理解する上で、図録の作成は、非常に役立った。なぜなら、重要な展示資料を自分達の
目で選択し、その歴史的背景など、展示の介助と成るよう、また知識の向上・発展を促すような図
録の作成を心掛けるからである。良い展示をするために、まず展示側の知識の充足は必要不可欠で
ある。そういった面で、図録作成は、観覧者の展示の介助と成り得るのみでなく、作成段階で、展
示側の準備にも大いに貢献していると、実感したのである。
実習展は、自らが、模擬的に展示の過程を実践することで、新たなる疑問、時間の配分、予算、
展示の規模等大まかではあるが、理解することを促進する。実際の博物館の展示は、更に厳しく、
責任も大きいと予測できるが、実習展で自らの手で学びとったものは、微々たるものでも絶対に役
に立つと思うのである。
学外実習
実に多くの博物館、美術館を訪問し、いわゆるバックヤードを見学させて頂いた。収蔵庫、搬入
口や作業場所を見学させて頂いた時、神妙になった。 というのは、資料を大切に保管し、ただ単に
重要資料だという観点で保管管理しているのではなく、一種愛着のようなものが感じられたからで
ある。そう感じたのも実習で、資料の重要性、管理の教授を受けていたからに他ならない。
博物館実習の一環として見学した博物館のみならず、他の博物館・美術館の展示を観覧する時も、
展示内容に付して、展示方法、照明、説明板の位置や長短、図録等学芸員としての立場からの視点
の展開に努めた。そのようにして展示を観取すると、実に様々な質疑が生じ、多々驚嘆した。
また、最後の学外実習として見学に訪れた佃一茶庵では、資料の取り扱い、作法を学んだ。美を
追求した芸術家達が創造した世界では、美の対象としての資料を大切に扱うことは当然であり、私
達が資料としてその価値を思慮する時に、彼らと同様の資料に対しての配慮が必要であると感じた。
この一年間、博物館実習を履修して、実に多岐にわたる資料の取り扱い、資料価値等、学芸員と
しての資料に対する心得を学んだように思う。実際の学芸員と成るには、更なる経験、専門知識の
取得が必要であると感じるが、 この授業を基盤に、次段階として自己の学芸員像を築きたいと考え
ている。最後にこの一年間の実習でお世話になった諸先生方、博物館関係者の方々に感謝いたしま
す。
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暉吏ヨニヌ刃
実習展について－｢生活と竹」ができるまで－
史・地94-127本多崇泰
一年間の中で一番印象に残ったのは実習展である。一年間学んできたことの集大成として、展示
を作り、発表したことは大変有意義であったと思っている。私は歴史コースB班に属したが、私た
ちがどのように展示を作ったのかについて、問題だった点とともに考えていきたい。
1 企画
9月下旬にようやく班が決まり、どのようなテーマで展示を行うかについて話し合いをもった。
しかし、締め切りまでの時間はほとんどなく、メンバーの中でなにかをコレクションしている者も
いなかったため、非常に難航した。最後に残ったのは「大阪の橋」というものと「生活と竹」の2
つであった。結局「大阪の橋」では展示品の確保が難しいことと、内容的に文書班の企画と近いこ
とから、 「生活と竹」で行うことに決まった。
それからこの企画で、どのように展示を行うかについて話し合った。歴史的な推移で見ていくの
か、民俗学の分類に沿った、使い方での展示にするのかという点が最も問題になった点だった。結
局民俗学的なものをメインに、過去から現在までの竹の利用について見ていくことになったのだが、
竹について調べていくうちに、竹の持つ材料としての特性とそれがどのように生かされているのか
という視点も必要ではないかと考えた。そこでその要素の展示に取り入れようとしたのであるが、
そんなものは必要ではないとか、他の展示との整合性についての問題が出てきて、竹の性質の取り
扱いは議論を呼んだ。結局これは独立した項目として扱うことに決まったが、そのことでまた新た
な問題が生じてくる。このことについては後に述べる。
この時点で、 1．竹利用の歴史 2．竹の性質3．生活の中の竹（衣・食・住・生業・年中行事
・その他） 4．現代の竹利用（いずれも仮題） という、展示の大筋の展開は決定した。
2 歴史コースB班の組織的考察
このようにして展示の構成については決まったのだが、全部で9項目という非常に多い内容を扱
うため、一人一項目の担当とし、各担当が図録から展示まで全てに関わることになった。そして全
体の調整のために展示と図録それぞれに責人者をおくことになった。これを図式化すると、以下の
通り。
この方式を取ることによって一部の人に偏って負担がかかることも防げ、また、図録の内容と展
示の内容の統一感を出すことができたのではないかと思う。しかし、図録担当が文字情報を全て扱
い、展示用のパネルや台菱の制作までやろうとしたことで、後からいろいろと問題が出てくること
になる。しかし、全員に仕事があり、それぞれが自分の裁量で展示を作ることができた点では、非
常に良いやり方であったと考えている。
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班長
展示の責任者 図録編集者
古典～担当 竹の性質担当 着る担当 食べる担当
3 展示品の決定と出品交渉
このように展示の構成も決まり、仕事のやり方も決まった。ここからは各担当がそれぞれ自分の
やり方で進めていくのだが、実習の際には情報の交換や、誰が確保するのかといったことを相談し
た。今回の展示の場合、身の回りにある竹でできたものを主体に構成しているので、出品交渉とい
っても外部に依頼したのは数点で、あとは家にあるものを持ってくるというものが多かった。私の
担当では写真が中心となったので、出品交渉には直接関わってはいないが、担当によっては大変だ
った人もいたようだ。
また、展示品を決めるにあたっては、割り当てのケースの大きさが問題となった。私たちには当
初2ケース割り当てられていたが（最終的には1スース増えた)、それを9分割するとなると展示
するものの大きさや数が制限され、その中で必要な情報を提供しなければならないため、非常に苦
労することとなった。展示ケースを見ながら最終的な展示品目が決定したのだが、それでも総点数
は43点で、展示品の数が多いという印象を与えてしまった。このことについては後で述べたい。
4 図録原稿の制作と写真撮影
10月の中旬から11月の始めにかけて、図録の原稿と写真の作業を行った。図録の原稿については、
各担当に任せておけたのでそれほど問題ではないが、写真撮影については、展示品を一旦集め、博
物館の写場をお借りして行った。全ての撮影が終わったのは11月8日で、予定より遅れていた。こ
れは事故のために写真が使いものにならなくなったためであるが、日程を余裕を持って組んでいた
ためにそれほど深刻な影響は出なかった。
また、展示用の写真撮影も学園祭の休みを使って京都まで撮りに出かけた。写真についてはほぼ
問題なく進行した。
図録の原稿については10月25日に提出、私は図録の責任者だったので、これから本格的に仕事が
始まってくる。
図録の構成については、パンフレット的なものにするか、あくまで図録として作るかで問題とな
った。20枚という制限の中では、どうしても全ての展示物の解説をし、その上、論文形式のもの
（図録には研究ノートとして掲載） まで載せるのは不可能であり、どうしても載せるなら展示解説
で全ての展示物は扱えなかったからである。そこで展示解説では全体の流れだけ扱えばどうかとい
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う話しにもなったのだが、最終的にはページ数の制限より内容を重視することになった。
学園祭の休みを使ってテキストで入稿されていない分の入力を済ませ、写真のできるのを待って
レイアウトにかかった。最初の原稿ができたのが11月10日頃、それから校正や各担当の要望に対応
して完成原稿ができてきた。しかし、写真パネルの展示のため、写真ができるまで原稿が書けなか
ったりという事情で図録の完成は予定より遅れてしまった。
図録担当としては、 11月にはいってからは冑の痛くなるような日々であった。
レイアウトの際に気を付けたのは、できるだけ見やすいものにすることだった。写真の大きさも、
小さなものでも見やすく、それでいてそのページの中での大きさの感覚が狂わないようにと考えた。
そのため写真を一旦拡大コピーし、それを原稿に張り付けるという方法を取った。自分としてはか
なりうまくいったと満足しているが、やはり写真の品質は落ちてしまった。また、各担当のイメー
ジにできるだけ沿ったものにしたかったので、時間の許す限り各担当の意見を聞くことにした。結
局製本が完成したのは実習展の直前であったが、体裁的にも、内容的にも、おおむね満足できるも
のができたと思っている。
5 展示作業
図録の作成と平行して展示作業も続けられた。これについてはほとんど担当者の自由裁量で行わ
れたので、それぞれに工夫した、面白いものになったのではないかと思っている。しかし、図録担
当者が文字情報全般、つまりパネルの文章も出力していたため、展示全体で見た場合、パネルに統
一感がないという事態を招いた。また、同じ内容の文章を2回書く手間を省くために取った方法な
のであるが、結果として、文章の量によってパネルの大きさに差が出る、また、パネルが見にくい
などの問題が生じた。これは、展示の際にパネルなどの規格を最初に決めておくことをしなかった
ためであると考えられる。展示と図録については完全に分けて考えた方がよかったのかもしれない。
また、七夕の竹を作り、短冊を付けてもらうということは、なにか一つ参加型の展示を入れたい
という思いから出たものであるが、実行するには竹の固定や、枯れるのではないかという問題があ
ったが、何とか実現することができた。
6 実習展
いろいろ問題はあったが、何とか実習展には間に合わすことができた。
見にきていただいた方の意見では、 「ものが多い」という意見があった。 ものというより、やろ
うとした内容が多すぎたのではないかとも思うが、企画の段階で、あれもやりたいこれもやりたい
といってケースの容量を二の次にするところがあったのも事実である。しかし、この内容をきちん
とやろうとすれば最低限あれだけのものを展示しなければならなかったと思っているし、それを問
題にしたら企画段階で間違っていたことになるので、これ以上は触れないでおく。
これは私自身のミスであるが、私の受け持った「まつる」の項目は、竹の性質が進行の中でどの
ように生かされているかということでやったつもりなのだが、明らかに説明不足で、私が展示説明
をした人を除いて意図したところが伝わったか疑問である。最初の段階で漠然と作っていたのが崇
ったのかもしれたい。やはり最初に意図をはっきりさせておかないといけなかったと思う。
また、展示した七夕の竹は本来的な形ではないとの指摘もあったが、列品に加えるならばもつと
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精密に作ることが必要だったかもしれない。
これを除けば、 この展示を好意的に見てくれた人も多かったし、七夕の竹にもたくさん短冊がつ
いたし、良かったのではないかと思う。
おわりに
この実習展では、様々な制約がある。予算、コピーの枚数、ケースの大きさ、準備期間などであ
るが、私たちはその粋内で納めることよりも、自分たちが満足いくものを作ろうとした。 とはいっ
ても、細かいミス、見落としはたくさんあり、あまり胸を張って見せられるものではなかった。し
かし、皆で力を合わせてよりよいものにしようと努力はしてきた。
しかし、コピーの枚数は制限を大幅にオーバーし、展示ケースも一つ分多くなった。やりたいこ
とをやっての結果なので後悔はしていないが、学芸員としてはどうなのだろうか？
一つだけ要望をいうと、コピーの枚数制限は仕方ないとしても、作業で多く使ってしまうと図録
の冊数が少なくなってしまう。私たちの班は初日に配布予定分が無くなってしまった。そこで、何
とか一定数は図録が用意できるようにして欲しい。図録用と作業用で制限を別にするとか、図録希
望者から実費をもらうとか、方法はあると思うので、検討していただきたいと思う。
実習展の中で、私たちの展示を見て、 「楽しかった」といってくれた人が何人かいる。そのこと
が、実習展に関わってきた中で一番うれしかった。この喜びをまた感じるために、ぜひ、学芸員に
なろうとあらためて思った。
一年を通して、いろいろご指導いただいた博物館実習担当の先生方、いろいろご迷惑をおかけし
た博物館事務室の方々には、感謝致します。楽しい一年間でした。
暉更ﾖｰﾆﾇｰの
｢博物館実習1ヶ年の総括」
史地94-131松井瑞穂
この1年、博物館実習は苦難であったと言う人もいるが、私はそうは思わない。聞いてノートを
とるだけの他の授業と違って、自分も参加できるからだ。それが実習の良い所であり、私にとって
は1週間のうちの好きな授業の1つだった。金曜日が来ると、もう1週間たったのかと感じたもの
だった。しかしこの授業を履修することが決まるまでが大変だった。まだ休暇中であるのに大勢の
学生が集まっていたのを思い出す。資格に対する関心の高さが窺えた。せっかく史学科に入ったの
だからという思いと、学芸員になれれば良いなという思いで、学芸員の資格を取ることにした私だ
が、実習に参加して逆に、学芸員になる難しさがよく分かった。学芸員はやはり研究者であり、そ
れぞれの研究分野がある。大学院生の方が望ましいであろうし、募集人数が少ない上に、専門分野
が合うこともまれだろう。それに、今年1年多くの博物館を廻ってみて、考古系・民俗系などの展
示が多かったことなどから考えても、ガイダンスの時などに先生が仰つた事（資格を取っても学芸
員になれるのは毎年1人か2人であること）もあながち大袈裟なことではなかったかと思えてくる。
しかし、 これからの人生でいつかこの資格（経験）が活かせることもあるやもしれず、学芸員にな
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れるなれないに関係なくこの1年が、 とても充実した1年であったことに変わりはない。
次に、この実習で学んだことや感じたことを述べていきたい。まず私が意外に思ったのは印刷関
係の授業が多かったことである。レイアウトの仕方や印刷会社の方のお話、会社見学などで、専門
的なことをいろいろ教えていただいた。このことから博物館或いは展覧会にとって印刷物（ポスタ
ーなどの広告類、特に図録）がいかに重要な位置を占めるかを実感した。実際に、実習展において
も図録にはとても時間がかかった。準備期間の半分以上は図録のことだったように思う。図録がで
きれば展覧会はほぼ完成というようなことも聞いた。確かに展示は会期が終わるとなくなってしま
うが、図録は残る。そう考えれば、学芸員が図録に力を入れるのも当然と言える。そしてこの印刷
については、学芸員はあらゆる方面の能力を問われる。ポスターのデザインやコピーなど、デザイ
ナーや広告代理店のような仕事もこなす。非常にそのセンスを必要とされる。展示会の構成や配置
においても、学芸員の個性・センスの光り具合で、大きく印象が変わってくる。専門知識と感性と
の両方が期待されるのである。このことは、私の学芸員に対するイメージを大きく変えたと言える。
また、実習においては多種多様な博物館を見学することができた。昨今は博物館ブームでいろい
ろな博物館が次々とできたが、近畿だけでもたくさんの博物館があることを改めて知った。そして、
普通に見学するだけでは入れない収蔵庫などを見せていただけたのは大きな楽しみであり、喜びで
あった。収蔵庫などのバックヤードがなければ展示室もありえず、また、学芸員の普段の活動の場
でもある。そのため、設計上のことや、収蔵の仕方など博物館ごとの長所や短所、木製の棚が良い
ことや、バックのスペース不足のことなど、実際的なお話を聞くことができ、大変興味深かった。
特に、初めて見学した堺市博物館で、靴を脱いで収蔵庫に入ったのは印象的だった。収蔵庫といっ
ても、倉庫程度にしか考えていなかった私にとって、 24時間空調管理やハロゲン消火装置、くん蒸
室などの設備の数々は、博物館のものに対する責任や思い入れの深さを理解させるものであった。
神戸に住む私には、神戸市立博物館の見学も大変印象に残っている。震災における博物館の被害は、
当時の報道などでも聞いていたが、さらに詳しい実態や今後の対策などのお話、そして実際に建物
のズレなどを見せていただいき、貴重な経験をさせてもらった。折しも、 「オルセー美術館展」最
終日で多くの人が訪れていた。それを見て思ったのは、博物館が復興において大きな貢献をなして
いることである。博物館の地域における役割が1つ増えたように思う。 こういう災害時において、
文化面の予算は真っ先に削られるというが、長い目で見た町の財産を守ることにも、目を向けてい
くことが大切になってくると思った。
東京見学実習では、わずか3日で多くの博物館を見て廻った。自分で旅行に行っても、 こういう
博物館漬けの旅はしたことがないので、面白かった。東京は以外にも安い交通費で移動できる上、
主要な博物館が密集している点が良かった。特に、東京国立博物館は130円（団体70円）で、本館
・表慶館・東洋館の3つの館の展示を見ることができるのは、 とても素晴らしいことだ。しかも数
ある国宝・重文も目の当たりにすることができる。今回は時間がなくて、 3つ目に見た東洋館など
はほとんど走り見・流し見で、大変もったいないことをした。本館は展示資料が特に多く、時間が
許すならば例え1日中いたとしても、十分楽しめることだろう。東京へ行く機会があれば、また是
非訪れたい。夏休みの間に実に6つの国立博物館を見学できたのは、大変贄沢な経験であり、あり
がたいことだと思う。展示を見るときの心得として、 2つの目を持ちなさいと仰った高橋先生の言
葉を思い出しつつ、 この1年博物館の展示を見てきたつもりである。その2つの目とは、環境・構
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成などを見る学芸員としての冷静な目と、個人のレベルで作品から感動を受ける目である。なかな
か実行は難しく、ついどちらかに片寄りがちになってしまうが、そんな中で、私が今年1番良かっ
たと感じた展示は、奈良国立博物館の「ぶつぞう入門」 （小中学生にも分かる。親と子のギャラリ
ー）である。 とても平易な解説で、かつユーモアも感じられ、大人も十分楽しめるものだった。仏
像のことが分かってくると、その仏像の1つ1つが面白く、魅力あふれるものに変わってくる。子
供にも分かるように噛み粋いた解説を作るのは、小難しい解説よりも余程理解が深くないとできな
いだろうと思う。次点は出光美術館の「仙匡展」 （見る者の心を和ませる．ユーモラスな絵が気に
入った｡）
そして、それまでの実習の集大成として実習展があったわけである｡私達の班は、 1人に1つの
テーマを分担し、ケースもそのように分けたため、一人一人つい言いたい（並べたい） ことが多く
なり、結果的に展示物が多くなって、ケース内が狭苦しくなる原因となった。テーマを分担したこ
とは、自分のコーナーとして責任を持つ上でよかったと思うが、全体のイメージとして捉えること
を忘れがちになってしまった。観る側から観られる側に立ってみて分かったのは、いかに見やすく
分かりやすく見てもらえるか工夫することの難しさや、自分の言いたいことばかりを押しつけては
いけないことなど、頭では分かっていても、実行は難しいことばかりであった。実際にやってみな
ければ分からなかったことは、その他にも、見て歩くコースのことなどがいろいろあった。自分の
担当した所について言えば、竹垣に関しての提言が多かった。カラー写真パネルを前面に立てて目
立ったからかもしれないが、竹垣の名称のことや、宗教性のことなどは、掘り下げ方が足りなかっ
たと反省した。自分では調べた気になっていても、指摘されなければ気付かない視点というものが
ある。そういう所もチームでやる利点の1つではないだろうか。そして月並みではあるが、やはり
班員みんなの協力がなければ、会期に間に合うように完成させることはできなかっただろうという
ことが言える。学園祭が終わってからの2週間は本当にあっと言う間で、毎日実習展のことを考え
ているような状態だった。しかし、原稿の編集をしてくれた人などの忙しさは私の比ではなかった
だろうし、私の担当コーナーと言えど、写真の撮影や展示物の交渉など手伝ってもらったことを挙
げればきりがなく、 とても担当者だなどと威張れたものではない。分担はしても、みんなで作り上
げたものであることは言うまでもない。
最後に、私が学芸員にとって大切なことだと考えたのは、 ものを愛する心、 ものに対する愛情で
ある。資料を大事に扱うことはもちろんだが、そのものだけでは価値を持たない資料に、調書を作
ったり、調査を行ったりして付加価値（情報）をつけて残していくのも、学芸員の重要な仕事なの
だ。調書やスケッチを書く実習においては、写真さえあれば事足りるということではなく、スケッ
チをすることによってそのものをじっくりと観察でき、故にいろいろな発見があるのだということ
を聞いて、私は非常に納得した。確かに写真を撮ってしまうと私達は、ものに対してそれ以上しっ
かり見なくなる。学芸員は資料の代弁者だと言うことができると思う。
今年（平成8年）になって博物館法に一部改正があり、来年度から履修単位が増えると聞いた。
博物館が、どんどん新しい時代を追って変化していくように、学芸員もこの情報化社会において、
求められる姿というものは変わっていくのかもしれない。しかし、資料に対する思い入れだけは変
わらないことであろう。
そして博物館実習は、資格取得の為の単位であると同時に、博物館のよき理解者を育てる為の普
－36－
及活動の一端であるとも言えるのではないかと私は考える。
最後になりましたが、この1年、担当の先生方や事務の方々には大変お世話になりました。本当
にありがとうございました。
俣術ﾖｰﾆﾇ~D
95D603吉田裕彦
1 ．はじめに
この博物館実習の一年間は長いようで意外に短かったような気がします。東京・岡山をはじめと
する見学実習や、 11月に行なわれた実習展示会などとても忙しかったはずなのにそれをこなしてき
たことが今では嘘のようです。さてこのレポートではこの一年間の博物館実習に対する感想と私の
考え、そして工学部の学生である私の立場から博物館学課程に対する意見を述べます。
2．博物館実習一年間を振り返って
博物館実習は言うまでもなく将来学芸員を目指す学生が学芸員資格を得るためにその必要単位の
一つとして受講する科目ですが、しかし実際は単なる単位の一つというよりは博物館学課程の最終
関門といった方が正確なような気がします。関西大学の博物館実習は様々な分野の先生方による学
芸員のあり方や資料の扱い方、調査の方法などについての講義、さらに博物館見学会や実習展示会
などがあり密度の濃い内容であったと感じています。 ここではこの博物館実習を講義・実技、見学
実習、展示実習の三つに大きく分けてそれぞれについての私の感想と考えを述べます。
2－1．講義・実技
博物館実習での講義・実技指導は各分野の先生方から様々なことを教えていただきました。こう
した授業はめったに受けれるものではありません。特に学芸員としての人とモノに対する接し方を
いろんな角度から教わったように思えます。ただ一つだけ不満を言うなら、各先生ひとりひとりの
講義は面白いのですが､それぞれの講義が有機的に結びつかず内容に繋がりがないことがありまし
た。また同じような講義内容が別々の先生によって話されることもあり、 もう少し体系的な授業で
あればと思えました。
2－2．見学実習
見学実習は大変貴重な経験の連続であったように思います。単なる博物館・美術館の見学ならば
普段からやっていることであり取りたてて良かったなどと言うことはないのですが、博物館実習で
は普段では見れない博物館の収蔵庫や研究施設などを見学することができ、学芸員やときには館長
の方に貴重なお話をいただいて大いに勉強になりました。 このような経験は将来もなかなかできな
いように思えます。本当にいい経験ができました。感謝しています。この一年の見学会で特に印象
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的だったのが、岡山・東京での実習でした。これを言うと網干先生に最近の学生は辛抱が足りない
と怒られるかもしれないが、 とにかくハードなスケジュールでした。一日に2． 3館の博物館を毎
日見学することはかなり体力のいる仕事で3館目にはいつもふらふらでした。しかし見学を終えて
手元に残ったたくさんの博物館の半券やパンフレットを見ているとあちこちの博物館を征服したよ
うな気持ちになり満足感でいつぱいになります。展示内容も優れたものが多く今になってあの時ど
うしてちゃんと見ておかなかったのだろうかと後悔もしました。また事前に研究をしておけば博物
館の見学も意義深いものになると思えます。さらにこれは私たちが11月に実習展示会を行ってその
大変さから改めて気付いたことですが、展示企画された学芸員の方々への敬意を表明するためにも
真華な態度で博物館見学をすべきなのでしょう｡
2－3．展示実習
この一年間の博物館実習で一番大変でかつ印象的であったのが実習展示会です。多くの他の実習
生もそのように感じていることと思います。私たちの美術コースA班では“お菓子のパッケージデ
ザインとその時代”をテーマに企画展示を行い、展示プレゼンテーション・図録編集もほぼ計画ど
おりでまずまず満足のいくものとなったと思っています。しかし展示会までの道のりは決して楽な
ものではなく、しかも私は班長でもあって気の休まる暇がありませんでした。展示会が終ったとき
力の脱けるような感覚におそわれたことを覚えています。
私たちのテーマではパッケージデザインに関する研究と共にグリコ・森永・明治といった大手菓
子メーカーとの直接の交渉が必要でした。最初から各企業の展示会への協力、資料の提供がすんな
りいったわけではありません。企業からは企画書の提出が求められ、簡潔かつ理解しやすい企画書
を作成するのが意外に大変で、またそれに対する各企業の対応に思いのほか時間がかかってしまい
展示会のスケジュールが大きく狂ったことには冷汗ものでした。企業からの資料の借受けはなかな
か困難で、特に森永・明治は基本的に原資料の貸し出しをせず写真の提供しかできない、どこの博
物館でもそうしていますとのことで写真からレプリカをつくることになりました。レプリカをつく
るということではグリコから提供していただいた資料も同じなのですが、グリコさんからは菓子箱
の展開図のカラー版下原稿をいただきそれを厚紙に貼って展開図を切り取り組み立てるというもの
で、極めて再現性が高く完成品に魅力もあり展示会を引き立てるものとなりました。資料は現在発
売しているお菓子以外はすべてレプリカですがあまりに立派なもので、協力していただいた企業に
失礼のないような展示をし、図録を編集せればという身の引き締まる思いがしました。この気持ち
は学芸員を志望するものとして大切なことだと感じております。実際、展示プレゼンテーションは
見やすさと配置の美しさをこころがけ、題簔・解説文の文字も字体・大きさ・行間・字間を変えた
いくつものサンプルをつくりその中から最もいいものを選びました。その題菱も実際の博物館で使
われているものと同程度のものとする目標で制作しようということで結局スチレンペーパーに紙を
貼るということになりました。図録も同じように文字・レイアウト、 もちろん内容もわかりやすさ
をコンセプトに編集をし、私たちとしてもまずまず納得いくものとなったと思っています。この展
示実習では展示会の苦労を知るだけでなく、実習生のみんなとも親しくなることができ企業も含め
て人的な交流が深くなったことは大きな収穫でした。多くの学芸員の方が顔が広いのもわかるよう
な気がしました。ただ展示会の計画についてもう少し詳しく授業で教えていただければスムーズに
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計画が進んだように思えました。
3．工学部学生にとっての博物館学課程
私は工学部の学生でしかも大学院のD2生としてこの講座を受講することになり、正直言ってい
ろいろと苦労したと思っています。 もちろん大学院での研究と博物館実習を両立させるのが大変で
あったということもありますが、それならば他の文学部の院生も同じ条件であり、学部の四回生も
就職活動などで四苦八苦しており、私だけが大変であったなどとは毛頭考えていません。またこの
程度のことで大変などと言っていてはいけないともいえます。私が言いたいのは工学部の学生とし
てこの博物館実習を受講することの困難さです。私は工学部の中でも建築学科の学生ですから、建
築の立場から少し意見を言わせていただきます。
建築、特に建築史の分野では以前から学芸員資格を持った研究者を必要としてきました。博物館
明治村や民家集落博物館など建築物を直接収集した野外博物館は全国的にも数多くあり、建築の図
面や模型、図書などを収集する建築博物館の建設計画も東京方面で持ち上っています。また建築を
専門としない博物館・美術館でも建築を専攻する研究者が学芸員として就職しています。私が知っ
ているだけでも昨年には大阪市立博物館で建築を専門とする学芸員が採用されており、東京でもそ
うした例がたくさんあります。さらに最近指定文化財制度とは別に文化庁を中心に進められてきた
文化財登録制度】)が昨年から実施されるようになり多くの明治大正・昭和の近代建築を抱える市町
村で学芸員資格を持つ建築専攻の研究者を求めています。建築以外でも日本全国で理工系の博物館
は350館、自然史系で240館これを合わせると美術系の博物館580館を越える数であると言えます2)。
これに動植物園や水族館を加えるとさらに数が増えるかもしれません。私が言いたいのは、これだ
け建築も含めて理工系の学生・研究者にとって学芸員資格が必要であるにもかかわらず工学部の学
生が博物館学課程を受講しにくいということです。手元にある平成八年度の工学部講義要項を見て
も図書館学課程や教職課程の紹介はされていますが博物館学課程に関する紹介は全くなされておら
ず、工学部の学生は最初から受講の機会を奪われています。私の知っている他大学の建築の学生か
らも同じような話を聞きます。結局私の場合、個人的に文学部事務室と交渉して情報を得てなんと
か博物館学課程の受講にこぎつけたというのが実情です。また、講義要項に博物館学が紹介されて
いないことからも想像されるように工学部では専門の授業が博物館学関係の講義と重なってしまう
ことが多くそうした講義を受講することは困難であり、おまけにそのほとんど講義が卒業単位に充
1．文化財登録制度は平成8年6月12日に公布、同年10月1日に施行された文化財保護法の一部を改正する法案に
おいて定められた制度で、これまでの指定文化財制度とは一線を画するものとなっている。指定文化財制度は重
要な文化財を特定し現状維持を原則とする強い規則を課してそれにかわる補助や補償を行うという、規制を中心
に組み立てられた制度であり、建築でいうなら法隆寺や姫路城のような銘品の保護に大きな成果をあたえている。
それに対して登録制度は一定の価値を有する歴史的建造物を幅広く目録に登録し、目録を広く公証することによ
って保護の促進をはかろうというものである。よって、登録制度では規制制度である指定制度を嫌う個人・法人
などの所有建築物に広くて適用すること力§でき、これからその登録に向けての個々の建築に関して調査・研究が
すすめられている。
2． 日本博物館協会データ。ただしこれは鉄川精の1996年11月29日の関西大学博物館実習講義による。
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当することもできません。卒業単位のことはともかく工学部の学生が学部生の間に博物館学課程を
履修することが困難であることは理解していただきたいです。博物館学課程についての意見がほと
んど批判ばかりになってしまったことについては恐縮しております。ただ数少ない工学部の学生と
して後輩のためにも無礼は承知でひとこと言わせていただきました。
4．おわりに
博物館実習に対する批判の多い感想になってしまいましたが、実際は博物館実習のほとんどの内
容に私は大変満足しています。また他学部、他学科のたくさんの学生とも友達になれ博物館実習を
受講して本当に良かったと思っています。最後になりましたが網干先生をはじめとする諸先生方、
博物館事務室の方々にはこの一年間大変お世話になりました。心から感謝致します。
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○平日の実習について
平日の実習では学芸員にとって最低限必要な知識の講義と実際に資料に触れながら学んでいく授
業があった。
それぞれに意義ある授業だったが実際に資料に触れながら学んだ授業や自分で作業した授業は特
に印象に残っている。
歴史・考古資料の取扱いを学ぶ授業では最初私達は何の注意も与えられないまま1人ずつ資料を
持って展示室を一周した。はじめて資料に触れたので私はかなり緊張して、つまずいたりしないよ
う下ばかり向いていた気がする。そのあとで各自が気付いた点を述べ、先生が講評をし、注意点を
教えて下さった。すなわち両手でひじを両脇からはなさず持つ、支えがきくよう上の方で持つ、呼
吸はなるたけとめる、台に置いてからも周囲に注意する、端っこに置かない、ふたのついているも
のは別々に運ぶ、運ぶ前に安全確認のため通路の状況把握をするなどである。又、物を観賞すると
きはひざをつき、ひじをつけて見ることも教えて頂いた。そうすれば万が一落下しても被害を最小
限にくいとめることができるからだ。最初に注意点を聞いてから運ぶより、あとで注意点を聞き、
自分の反省点をみる方がより身につくと感じた。
資料を展示ケースから全て出し、清掃して元にもどすという作業もあった。私達の班では展示物
が上下・左右にわかれていたので効率よく、かつ安全に作業をすすめるにはどういう順で資料を取
り出せばよいかを話しあいながら行った。ただ、スケッチに時間をとりすぎて他班にくらべ作業に
時間がかかりすぎた感がある。今回の目的は清掃で、スケッチはどこに何があったのかを把握する
ためのものだったのでもっと簡単にすませ、作業にかかればよかった。常に何のためにそれをして
いるのか理解していなくてはならないと思った。
3人1組で資料を梱包する授業もあった。これも自由に梱包したあとでそれを開封、先生の指導
をうけた。私は家型埴輪の梱包をしたが、どうすれば資料が安全かということのみにとらわれて梱
包したので開封するときに時間がかかりすぎ、その時やっと梱包を解く側のことも考慮にいれなく
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てはならないと気付いた。いかに安全に､解きやすく梱包するかだと思うが、万が一のことを考え
て念には念を入れる心構えは必要ではないだろうか？先生からは土器は口、腹が弱く、底が厚い
ので上下に入れ、横にしないこと、 こわれやすい突起物のところは1つ1つ梱包すること、テープ
ははずすときに余分な力がかかるのでなるべく使わないこと、綿枕のテープがついている方は外側
にし、直接資料にあてないこと等の指導をいただいた。
図録編集では実際1人1人ページ割を行ったが、私のは平凡とのことだった。確かにそうで私は
ものをまつすぐにみることはできてもそれを横からや違う方向からながめたりするのは下手である。
しかし図録は作る人（学芸員）の考え、センスで魅力あるものにも、又そうでないものにもなりう
るので、私ももっとたくさんのものを見て人とは違う感性を身につけなくてはならないと感じた。
調書をとる授業ではスケッチの苦手な私は苦労するかと思われたが、芸術としての絵ではなく、
資料の貸借や寄贈、寄託の時効力を発揮するよう資料の現状を記録（傷、特徴）するものだったの
でなんとか書くことができた。どこかを基準にしてその大きさに対してどれ位の大きさかを見てか
いていくという先生のアドバイスがありがたかった。
解説文を書く授業では2人1組となり作品を1つ選んで300字程度の展示用解説文と博物館に残
す用の解説文を書いた。しかし限られた時間内で的確かつ魅力をひきだすような解説文を書くこと
は難しく、ダラダラしたおもしろくない解説文になってしまった。展示用解説文では漢字を少なく、
簡潔で読むと作品のイメージがわくことが大切なのである。
○日曜の実習について
日曜の実習は主に学外の博物館・美術館で行われたので、大学で行うのとはちがうある種の緊張
感があった。
特に堺市博物館と弥生文化博物館は印象に残っている。堺市博物館では収蔵部門を搬入口、展示
準備室、エレベーター（資料に対する配慮からワイヤーでなく湯圧式で秒速30cmというゆっくりし
たスピード)、前室、特別収蔵庫(1)、特別収蔵庫(2)、スロープと実際資料が動く順に案内していた
だいた。特別収蔵庫(1)では屏風の扱いについてななめにたてかけないで寝かすか、仮り置きにする
よう注意をうけた。 というのもちようつがいが1つ切れただけで全てはりかえなくてはならず200
万も300万もかかってしまうからだ。少しの不注意でとんでもないことになることを教えられた。
スロープには資料は垂直移動か水平移動しかダメなのに坂になっていて、しかも坂のはじめとおわ
りで天井の高さが違うという致命的欠点があると教えられた。 これは設計業者が博物館というもの
を理解しきれていないことのあらわれだろう。そのあとの質疑応答では2つのことが心に残ってい
る。 1つは館の学芸員の方は資料をガラスケースからどの位はなれた位置に置くかということも来
館者の年齢を考慮して行っているということである。 もう，つは欧米では資料は後世にも伝えてい
くものという意識が確立しているので資料の光線による被害を考え、人が混んだ時にだけ電気がつ
くというのがあっても苦情がでないのに対し、日本ではそうはいかないということである。日本で
もそれぞれの資料がどういう特質をもつのか広く知ってもらわなくてはならず、博物館はその手助
けをすべきだと感じた。
弥生文化博物館はレプリカが多く、ガラスケースに入っていないので子供達にとって親しみやす
い、博物館はかた苦しいところではなく楽しいところという意識がみられる、VTRを多く用いて
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いる、特別展音声解説テープ（無料）があり視覚障害者や資料についてわからない人への配慮があ
るという点で印象的だった。
全ての博物館、美術館見学を通して、どの館でも見る人の立場にたって展示を行っていることが
わかった。しかし対象者をどのあたりにもってくるかしぼりつつもみんなが楽しめる展示にすると
いうのはなかなか難しいようだ。又いろいろな学芸員さんにも出会ったがどの方もとても謙虚で礼
義正しい方ばかりだった。これは学芸員という仕事が物に接するだけでなく、人にも接するという
ことを表わしているのだろうが、あいさつをする、お礼の言葉を述べるという基本的なことがどれ
ほど大切かをあらためて私に教えてくれた。
○夏期実習について
夏期実習は8月23日～8月24日、9月5日～9月7日の2度行われた。
8月23日～8月24日の実習は網干先生御指導の下、岡山で行われた。1日目は倉敷考古館、大原
美術館を見学、 2日目は岡山市立オリエント美術館、岡山県立美術館、岡山県立博物館、夢二郷土
美術館を見学した。日程的にはハードだったがとても充実していたと思う。ただ夜にはみんなで集
まって網干先生のお話が聞けると思っていたのに宿泊がホテルだったのでそれがなくて残念だった。
9月5日～9月7日の実習は東京で行われた。1日目は東京国立博物館、国立科学博物館、 2日
目は日本民芸館、出光美術館、東京都江戸東京博物館、 3日目は山種美術館、東京都現代美術館、
東京国立近代美術館を見学した。これもまたハードな日程だったがこのような機会がなかったらと
ても体験できないことであり今はよかったと思っている。標れの東京国立博物館、出光美術館を見
学できたのが何よりもよかった。みんな泊まっているところがバラバラだったので次の日どうやっ
て集合場所に行くか考えたり、夜ごはんを調達したり、初めて銭湯に行った（友人の下宿先に泊め
てもらったがお風呂がなかったので）のも大変いい思い出である。ただ、今になって思うことなの
だが、あれだけたくさんの素晴しいものがあったのだからもっとスケッチをとればよかった。 とい
うのも印象に残ったものは書きとめてはいるが、図録を買わなかったものについてはどんなものだ
ったか今となっては思い出せないからである。しかしスケッチをとっておけば忘れてしまうことは
ないし、そのものをよく観察することにもなる。
○展示実習について
展示実習は11月20日～11月22日の3日間行われたがその準備は9月下旬からはじめられた。私の
所属する美術コースB班は本学博物館にある未整理の渡辺コレクションの茶器を整理するという条
件で借りることになっていたが資料点数が少ないということで急邊テーマを変更、 “季節の茶室～
秋”で動き出すことになった。展示発表会までの約2ケ月、作品借出、図録作成、見る人の側にた
った展示をと初めてのため要領もつかめず動き回ったが、そのわりに私達の班の展示は他と比べパ
ッとしなかったので私自身こんなはずではなかったのにとがっかりした。観覧者の率直な意見も聞
きたいと思い、思いきってたずねたところ、茶碗について知識のある人ならわかるだろうが素人に
はおもしろさにかける、ネタがとつつきにくく地味だと言われた。私自身私達の班はテーマが少し
あいまいだったのではないかと思う。魅せる展示にするにはもっとテーマをしぼりこむべきであっ
た。又私達の展示は見てわかる展示になっていなかったので展示ケースの前で立ちどまり、みてく
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れている人には積極的に説明してあげればよかった。とにかく課題ばかりが残る展示だったが博物
館、美術館で展示をするのがどれだけ難しいかよくわかったし、努力はしたので満足はしていない
が納得はしている。
○1年間の実習をおえて
1月10日、博物館実習最後の講義で網干先生、勝部先生、田中先生、森先生がくださった言葉は
今年就職活動を行い、来年社会に出ていく私にとって常に心掛けるべきことを教えて下さり、又励
みにもなりました。博物館実習は大変だと聞き、実際大変でもありましたが、いろいろな先生のお
話が聞け、いろいろなところに出かけ、実習を通じて友人になった人もたくさんいたので本当に何
物にも代えがたい貴重な経験をしたと思っています。実習簿を見直してがんばったことを思い出し
たら、たとえ学芸員として勤められなくてもどこでどんなことをしていてもがんばっていける気が
します。
最後になりましたが先生方、事務室の方々、 1年間本当にお世話になりました。ありがとうござ
いました。
俣荷ﾖｰﾆﾇｰの
博物館実習 1年間の統括
英94-130細川裕子
1年間の総括
この博物館実習では、多くの先生方に教えてもらった授業（講義・実技）に加えて、様々な博物
館・美術館を見学し、実際の現場の仕事を見る機会もあった。最近は、博物館ブームと言われもて
はやされてはいるが、見学した全ての博物館や美術館は、それぞれの館独自の個性を引き出すよう、
展示のしかたや、一般の人々のための講座など、工夫し、積極的にまた活発に取り組んでおられた。
ここでは、 1年間を振り返って、まず、見学した博物館や美術館の展示の中で、気づいた点、工
夫している点などについて述べ、次に、博物館などの大切な役割、社会教育の一面を担うことに注
目し、実際どのような活動をしているのか、実習先で得たことを記す。その後、印象に残った博物
館について、及び授業について触れ、自分がこの1年で何を学んだか、又今後の博物館の課題につ
いて論じてゆきたい。
まず最初に、実習先の博物館・美術館について述べたい。
はじめて訪れた堺市博物館は、日本の美『琳派』展を開催していた。琳派の表現は、絵に限らず、
工芸などにも及んでいるからか、着物の展示や生花を取り入れるなど、平面的な絵画と、 この立体
的な着物や花などを、 うまく組み合わせ、 うまくまとまっていた。
目を引いたのが、展示室の中央の、その着物と生花の展示のしかたである、高くなった広い台の
上に、正面から見ると斜めに仕切って左手に生花、右手に着物が袖を広げて掛けてある。
左手はドアが開いていて、館の玄関を入るとすぐ目につくし、見学してわかったが、自然光が差
し込み、より一層花が生き生きとしてみえた。
右手の側は、着物がよく映えるように、大きな白い布が、ゆるやかに壁側に垂らしてある。
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このように、一方からだけでなく、どの角度から眺めても華やかで、館に入るとすぐ目につくよ
うに配慮されていた。
着物の展示はまた、絵画とも併せてなされていた。金箔の豪華な屏風には、白い帯が前に置かれ
ており、灰色が背景の落ちついた屏風には、風神雷神の勢いのある図柄の帯が添えられていた。
立体的なものと平面的なもの、豪華なものと落ちついたものなど、対照的にみえるものを組み合
わせることによって、それぞれの作品の性質を際立たせられるようにしたのだと思う。
弥生文化博物館は、子ども向けに細やかに配慮されていることを感じた。当館は"visua
l''化がおこなわれ、わかりやすく仕切りの低い博物館を目指している。
かいと
子どもが遊べるクイズビデオを取り入れ、剥製のように精密に作られた弥生時代の犬（海渡） と
用意された貫頭衣と写真を撮るコーナーも設けられている。また屋外には、 「体験ゾーン」として、
堅穴住居の復元を（30人ほどで20分要する）ブロックを掘り下げて体験できるものもあった。小学
生が団体で来て遊べるので、先生にも好評だそうだ。
館内の装飾にも気を配っていて、現代的な建物だが、ガラスに、動物の型の絵をあちこち貼って
あったり、展示ケース内も、動物の骨の資料のところには、その動物のかわいいフェルトのマスコ
ットが並べてあった。
視覚障害者のための点字表記や触れるコーナーの設置、各自個人で使用できる音声解説など、新
しい試みも積極的に行っていた。
その反面、コンパニオンのように、ずらりと並んだ女性の職員などをみても、イベントのテーマ
パークにいるような錯覚におちいる。
博物館特有の従来の堅苦しいイメージを払拭し、少しでも見やすくわかりやすく、親しみのある
博物館にしようとする努力が感じられる。が、イベントのような雰囲気づくりと博物館としての役
割を果たすことの両立が、どこまで成り立つのか、難しい問題である。
この他に、地震など災害対策も重要な課題として実践している博物館を紹介したい。
大阪出光博物館は耐震のため、茶器などは固定している。茶器の下には、透明の粘着板が敷かれ
ており、てぐす（たこ糸）で支えている。東京国立博物館でも、重要文化財の資料には固定するた
めにてぐすが用いられていた。
東京の山種美術館では、防災対策として、スプリンクラーではなく、炭酸ガスで火元の消火をす
るようになっていた。地震対策も、フックではなくストッパーの金具を採用していた。
次に、博物館が一般の人々の社会教育のために、どういった活動をしているか取り上げる。
岡山県倉敷の大原美術館は、学校教育に介入し、子どもの教育を重視している。まず、先生に美
術館に足を運んでもらい、先生が学び感動したことを、子どもたちに伝え、彼らが自らも興味をも
って見に来るようにさせる。間接的ではあるが、見に来ないと、何も得られないので、先生を通じ
て知る機会を得るのは重要だろう。
他にも、幼児の美術教室を開いている。幼稚園や保育園のカリキュラムの中に、美術館に訪れる
時間を設ける。子どもが、 「あの絵が良かった」などと、親に話すと、親も子どもをきっかけに美
術館に足を運ぶようになる。小さいときから、芸術作品に触れ、話し合う場を持つ習慣を身につけ
させる。当館では、親と子どもの鑑賞会も開いている。
幼稚園や保育園児に目を向けて、美しいものを見る目を養うというような大原美術館の方針は、
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社会教育の役割を担う博物館や美術館のあるべき姿を、深く追究した結果であり、あるべき姿の本
質を的確に捉えている。
熊本県山鹿市の山鹿博物館の例もあげておきたい。館自体は規模が小さく、展示よりもむしろ、
教育・人づくりに焦点を当てている。一般向けの講習会は、陶芸教室、子どもの発掘調査、子ども
体験教室、キャンプ、古文書の解説（山鹿市に関連する資料）など多岐に渡る。
また、それらの講師は、外部からも、依頼して、講演していただく。館の職員も少ないので、希
望者を募り、館内の説明をしてもらうボランティアの養成も行っている。
これは、講習会で学ぶだけにとどまらず、身につけたものを、今度は他の人に伝授する。まさに、
社会教育は、対象としてではなく主体となって人々がとらえ、実行する好例といえる。
3つ目の印象深い授業もしくは博物館についてだが、授業に関しては、文書資料や美術工芸資料
の取扱いなど、実際に手に取ってやったのが、心に残った。他に美術・工芸資料の梱包と発送準備
や、解説と題菱作りなどがあげられる。貴重な資料が、学芸員の適切な包み方1つで、破損するか
もしれないし、無事に送れることもできる。責任を負っていることを痛感した。
また、解説文を書くことも、予想以上に大変で、その解説文を読んで、 ものがイメージできるか
否か、作品をどのように客にアピールするか、など要点を押さえて、なるべく短文にするのは至難
の技だ。解説文は、見学者が主体で、それをどう捉え、感じるかは人それぞれなので、 「思われる、
感じられる」といった表現はよろしくないといわれ、なるほどと思った。
解説文の1文でも、見学者の目を引きつけ、作品に入りこむ導火線の役目を担っている。そう思
うと、展示会のテーマ・タイトル選びも大変難しい作業だろう。
写真撮影も2人1組で、実際に撮ることができ、モデルのような気分でとてもおもしろかった。
博物館に関しては、東京の科学博物館や、大阪市立自然史博物館など、自然科学系に興味があっ
た。大人も子どもも楽しめる体験コーナーが設けてあり、また、普段の生活の密接したことがらや
ものが多いので、新鮮な発見が得られた。
最後に、この1年を通して、何を学んだか。学芸員は雑芸員だと聞いていたが、やはり、年月を
経た貴重な資料を毎日取り扱うので、それらを預かっているという自覚と責任感をもつことが大切
だ。また、そういった資料を後世に残していくだけでなく、現在も、人々のために、有益に活用し、
人々の生活に密接な関係を築けるよう、教育としての側面をより充実させることが必要ではないか。
今後の博物館の課題としては、 まだまだ、見学者の層が薄いので、 もっと身近に、生活の一部とし
て、博物館や美術館に訪れるといった風潮を高めることだろう。
教育というと、学校教育の学科の知識伝達の形態といった捉え方が色濃くある。そうではなくて、
それ以外に、博物館や美術館を手段として、自分の内面を豊かにしたり、自分の興味をより深く掘
り下げて、魅力のある人間が育っていくことが重要ではないか。
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反害ﾖ三ﾇヲコ
博物館実習レポートー展示実習について－
国93‐14岩澤玲子
展示実習について
展示実習は、まさに博物館実習の一年間の授業の集大成であると言えるだろう。私たちはこの展
示実習の企画・準備・実行に当たって、私たちがそれまでに学んできた学芸員としての知識や技術
を総動員し、自分たちの展示会を自分たち自身の手で作り上げた。これは私たちの大きな自信につ
ながったとともに、新たな課題の発見にもつながった。また、学芸員という仕事の難しさ厳しさを
肌で感じ、この仕事の楽しさや醍醐味をも味わうことができた。
今回博物館実習の一年を総括するにあたって、真っ先に思い浮かんだのが、大変苦痛であったけ
れどもそれ以上に楽しかった展示実習での様々な出来事である。
そういう訳で、昨年の11月20．21．22日の三日間にわたって行われた97年度の展示実習を振り返
ることにより、一年間の博物館実習のまとめにかえようと思う。
展覧会のテーマ
企画展を作り上げるには、ポリシー、コンセプトをまず練る必要がある。 この決められたテーマ
に基づいて構想を重ね、作品を集めて展覧会に仕立て上げるのである。
私たち文書班には、夏休みの広島への施設見学の際（8月30日）に初めて、展示実習のテーマに
ついて話し合いを持った。実際の企画展では5年から10年の歳月をかけて一つの展示が行われるこ
とを考えると、規模の大小を考慮しても、きわめて時間の少ないことは確かである。先生からも、
時間が足りないので、しっかり計画を立てて、すみやかに実行に移すように指導があった。しかし
ながら、 この最初の話し合いは、展示会の日程が3ヶ月先ということもあり、まだ私たちの中では
現実味を帯びていなかったため、私たちは、展示会に向けての基本姿勢を整えただけにとどまった。
そして、私たち一人一人に、展示発表のテーマを考えておくという課題が出されたのであった。
そして迎えた後期初めての授業（9月27日）に、展示会のテーマが本格的に話し合われ、長い討
議の末、97年度文書班の展示テーマは「大坂の古地図」に決定した。
このテーマ作りに当たっては、 とにかく見学者のみんなに興味を持ってもらえて、楽しんで見て
もらえるものにしようという考えがあった。 というのは、文書というのは一般に、文字ばかり書い
てあり、しかも判読しづらいということもあって、絵画に比べて人気がなく、つまらないものとい
うイメージが先行しているためであった。よって、出来る限りみんなの興味を引くものを題材とし
て取り上げ、みんなに見てもらおうと企画したのである。
その点、地図ならば、誰にでも馴染みがあり、専門的知識がない人でもそれなりの楽しみかたが
出来るので、万人にアピールできる。加えて、大坂の古地図ならば、観客の対象者である関大生全
員がよく知っている町であり、関心を持つに違いないと推量されたからである。その上、地図は、
見学者の知的水準を高め、古文書の普及、文化の向上に寄与する展示が出来ると思われたのである。
また、他に「大阪の笑い」などいろいろな面白いテーマが提案されたにも関わらず、 このテーマ
に決定した大きな要因は、私たちの関西大学総合図書館が数多くの近世の大坂の古地図を所蔵して
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おり、資料集めが比較的スムーズに運ぶと予想されたこと。また、これらの古地図や古絵図または
古書の存在が、案外在学生に知られていないこと。などの要因も見逃がせないであろう。身近な資
料を使用することに対する安易さも考慮しないわけではなかったが、やはり、 5千円という予算と
日程の窮屈さを考え合わすと、身近に利用できる図書館の資料を使うメリットは断然大きいと考え
たのである。
展示会のタイトル
こうして、テーマは決まった。続いて、タイトルであるが、これはそのまま「大坂の古地図」を
用いるととした。簡潔なタイトル名の方が、わかりやすくよりインパクトがあると思われたからで
ある。
出品作品のリストアップ
テーマとタイトルが決まれば、つぎには、そのテーマに合った作品をリストアップし、出品依頼
をしていくことになる。
この作業については、各々が図書館の書庫に潜り、各自で適当な資料を探し出しておくことにな
った。 この際、展示テーマを二つに分け、古地図と古絵図のそれぞれについて担当者を決め、お互
いに関連させながらも、それぞれ別に作業を進めることになった。これは、あまりに大人数だと、
狭い書庫の中では非能率だからである。
図録の作成
そして、 10月25日に、いよいよ出品作品のリストアップが完了すると、これらについて、展示の
際にキャプションや図録で解説をつけるため、個々の作品の調査研究を行うことになった。
これは、班員全員に一つずつ作品を割り当てて、各自責任を持ってそれらの解説を作ることにし
た。私は『浪華名所濁案内』を担当したが、研究を進めていくうちに、この名所案内が“商人の
町”大坂の特徴をよく示していることが分かったので、図録の原稿にそのことを記載した。
展示レイアウト
そうこうしているうちに、時間はどんどん過ぎてゆき、 11月15日になってようやく、出品作品の
借り受けを行い、展示レイアウトを行った。借り受けのときには、いたみやすい古文書類の貸し出
しであり、ほとんどの資料が貴重なほんものであったので、神経を使い、何度も確認を行った。ま
た、展示レイアウトの際にも、保存上問題がないよう、地図をクリップで挾むときは和紙でくるむ
などの配慮をした。
それと同時に、図録の作成もいよいよ追い込みに入り、解説が読みやすいよう、出来る限り見開
き1ページ内に作品の写真と解説の本文とが収まるように、何度も編集を加えた。
キャプション
そして、図録の仕上げとともにキャプションの作成に入った。しかし、 ここでひとつの問題が生
じた。
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展示室の文字情報をどのようにするかは、各企画者のポリシーによる。
美術館は美術鑑賞という感性に訴える作品を展示するのであるから、知的情報は少ない方がよい
とする考え方がある。ここではキャプションつまり名札もできるだけ目立たないように小さく、作
品鑑賞の邪魔にならないところに置く。
それに対し、一方では、最低限の情報だけは示そうとする展示も見られる。特に企画展のように
テーマを設け、さらにいくつかのセクションに別けてあったりすると、なぜ、 この作品がここに必
要となるのかといった疑問も出てくる。開催主旨、セクション概説、各作品解説などは、作品をよ
りよく鑑賞し理解するための手がかりともなる。
ここで、私個人は、後者の立場をとり、自分の担当した作品（『浪華名所猫案内』）に関しては詳
しい説を加えたキャプションを準備したのであるが、班員の中にはそれぞれの考えで前者の意見を
採用した者もあり、展示はわざとシンプルにして、詳しい解説はあえて付けず、図録のみに解説を
記載するという方法をとった者もいたのである。
はたして、この問題の結末は、実習展に持ち越されたのである。
展示会
そして、 とうとう11月20･21･22日の3日間にわたって展示会が開催された。
キャプションの問題には、結局、前者には説明不足の批評がくだり、後者にはもっと説明を簡潔
明瞭にするべきとの評価がなされたのであった。この経験を通し、私は見学者の邪魔にならない、
鑑賞の手助けとなるキャプション作りの難しさを痛感した。
そして、鑑賞者にもっと展示品を理解してもらうにはどうすればよいかと考えた私は、見学者に
口頭で解説を加えることにした。始めはいきなり話し掛けることにためらいもあり恥ずかしかった
が、何度か説明していくうちに慣れてきて、かなりの人数に説明したように思う。実際、解説を述
べた後、 「作品への理解が深まりました。説明してもらってよかった。ありがとう｡」と感想を述べ
てくださった方もいて、この試みは一応よい結果を生んだと思われる。しかし、この方法では、見
学者全員にいちいち説明できるわけではなく不公平であり、また、独りでじっくりと鑑賞したい人
には迷惑にもなり兼ねない。よって、この問題には、いまあちこちの博物館で用いられているテー
プによる解説を加えるなどの工夫を行なえばよかったと、実習展示も終盤になって反省した。
また、展示スペースの都合上、文書班の展示順路は直線で結ぶことができなくて、ジグザグにな
ってしまった。私たちはこの点を解消するために、キャプションに番号を付けたのだが、気づいて
そのとおりに進んでくださる方はほとんどいなかった。この点も今後解消すべき課題である。
まとめ
以上、実習展示についての大まかな流れと概要について述べてきたが、実習展については反省点
が多々ある。その中でも、やはりなんといっても準備時間がなかったので、あらかじめ計画表を作
っておくべきであったというのが一番の反省である。そうすれば、直前になって慌てて連日実習作
業に追われることもなく、余裕を持って準備することができたであろう。来年実習展示を行う後輩
には、この点をアドバイスしたいと思う。それにしても、展示期間は、本当に楽しく充実していた。
学芸員ではありませんが4月から伊丹市立図書館南分館に司書として勤務する予定です。博物館
実習の授業を活かして頑張ります。一年間ありがとうございました。
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反薑ﾖｰﾆﾇｰの
博物館実習を終えて
橋真紀白向史・地94－71
－博物館実習展について－
博物館実習を一年間受講して来て、やはり一番大きな経験をした、博物館実習展が印象に残るも
のとなった。それまでの講義も、ほかの博物館見学もすべて生かすための実習展だったわけである
が、本当に、資料を展示するということの大変さがわかった。
まず第一段階の企画でかなり迷った。全く何も与えられず、ただ文書班なのでそれと関わるもの、
というだけであった。テーマが決まり、いざ資料の収集、 といっても何を収集してよいのか、どう
いう基準で収集するのかも分からず、しかし何とか目星をつけて、集めるものを決めた。今回は、
大阪の地図というテーマであったわけであるが、ただ地図を古い順に並べる、 というだけではおも
しろくも何ともない。それでは大阪の名所案内のようなものは、昔はなかったのであろうか、現在
の『KansaiWalker』や『るるぶ』のようなものである。このまんじゅう屋は大阪一うまい、と
か、 ここの桜は見事である、 とかいうものである。それは、一般的な地図と並べてみるとよりおも
しろいのではないか､ ということになり、計画も波に乗ってきて、一冊の本について色々調べたり
もして本当によく読んでみると、 とてもおもしろいものばかりを集めた。
最も大変だったのは図録の作成である。一つ一つの地図や本に解説を加えるのもそうであるが、
図録の構成、配置など、色々なことを考えて作成しなければならないことが分かった。また、題篭
なども普段何気なく見ているけれども手がかかることが分かった。
そしていざ配列、 となりどれをどこに並べるか、 というのもとても気をくばって分かりやすいよ
うに並べたが、少し細々とした冊子が多かったので、少しケースと合わず、ケースの選び方も大切
だということが分かった。 もっと横長のもので順に見ることができるようなケースがよかったので
はなかったかと思う。今回は大丈夫であったが、空調のことも考えなければいけないだろう。本来
ならば、博物館・美術館などに展示してあるものは、珍しいもので貴重であるから展示してあるわ
けで、そういったものは温度や湿度に敏感である。今回はどの班もそこまでしていなかったが、本
当は一番重要視する点であろう。
そうして終えた博物館実習展であるが、本当に良い経験であったと思う。今までも授業や見学に
行っていたが、あくまでもそれは理論であり、知らされるものであった。それが実習展を自分達だ
けで企画し、研究し、展示することで、実際の学芸員の仕事を体験することができた。このことは
将来学芸員以外の仕事に就いても生かすことのできるものであると思う。
この実習展を開くことで、学芸員の気持ちに近づけたような気がする。実際の学芸員の仕事の苦
労が分かったからであろうが、自分達が企画したものを、見学者にどうしたらうまく伝わるか、分
かりやすく見やすくすることができるか、など本当によく考えたし、私はこれに一番深く関わって
やはりこれが一番印象深いものであってほしいなとか、そういう気持ちが学芸員は持っているのだ
ということも知ることができた。さらに一番重要なことではあるが、その展示しているものについ
て一番よく知っていなければならない、 ということも身にしみた。例えば、当番でずっと展示ケー
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スのそばに立っており、 これはどういうもので、いつの時代のもので、など、いろいろ聞かれたと
きにやはりすぐ答えることができて当然なのである。中途半端な答えでは見学者は納得がいかない
だろうし間違った答えなど当然許されないのである。本当によく勉強していなければならないと思
う。私自身は実際に説明する機会はなかったのだが質問されていたら即答できたであろうか。たぶ
ん無理であっただろう。そのことも含めて今回の実習展の私の反省は、 もっととことん勉強するべ
きだったということである。準備の段階でも抜けることが多くて、知らない間に次の段階に進んで
いたりすることもあり、それがとても残念に思う。
そして今回の実習展で学んだことの一つに、学芸員は一人では何もできない、 ということであっ
た。文書班なら14人いてみんなで力を出し合って作りあげた展示なのである。それを一人ですべて
やろうとすると、ほぼ不可能であろう。
一人では何もできない、 と上述したが、それに加えて、学芸員は一人欠けても何もできないと思
う。例えば何かの展示でチームを組んでやるとする。そうしたら一人一人がとても重要な役割を果
たさなければならないのは当然であろう。そういう意味でやはり誰かが欠けたら順調に進まなかっ
たであろう。
以上のようにいろいろな意味で、本当に多くのことを学ぶことができた実習展であった。
－見学・実習について－
一年を通して本当に様々な種類の博物館や美術館・文書館へ見学・実習に行ったが、最も驚いた
ものは、日本民家集落博物館である。博物館といえば、建物の中に何か“もの”を展示する施設だ
という固定観念があった。しかし日本民家集落博物館は建物自体が展示される“もの”なのである。
建物なのでその中に入ることもできるので昔の人々のくらしに触れることができるのである。しか
も博物館なので、さまざまな地方の、その地方独特の特徴を持つ家を一度に見てまわることができ
る。その地方の気候、風土、生活に合った家のつくりになっており、 とえもおもしろく見学した。
家をそっくりそのまま移動させてくるのはかなり大変であっただろうが、小さい模型ではなく、実
際の大きさそのものを公開することで、見に来る人に生でそのくらしを体験できるのではないだろ
うか。
－博物館の現代的課題について一
二年間博物館学、博物館実習と学んできて色々なことを知ることができた。上述したようにその
中でも実際に自分達で作った実習展によって発揮することができたわけであるが、博物館にはまだ
まだたくさんの課題が残されていることも分かった。
まず、学芸員の専門性の確立の問題である。ライデン大学では、 4年制で学芸員を養成するとい
う。そこでは、デザインの能力を身につけたり、保存、修復の専門的能力を学んだり、文系ではあ
るが、自然科学系の博物館にも対応できるように、その科目を履修しなければならない。
第二に知る権利を保障することだと思う。日本民家集落博物館もそうだが、実際にさわることが
できたり、体験したりすることで、その“もの”について知ることができるのである。
第三に地域おこしの中心となる博物館が少なすぎるということである。最近は増えてきていると
思うが、実際にはまだまだ少ない。私の住んでいる町も、 とても歴史的なゆかりのある地域なのに
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博物館がない。これでは、その地域から出土したものや新しく分かったことなどを住民に知らせる
手段がないので、住民側も知る手段を奪われていることになるのではないか。
その他にも、イベント中心で調査・研究の少ない施設が増えてきていることや、企業博物館の扱
いをどうすればよいかなど、まだまだ課題が残る。
そして最大の問題といえば、博物館、美術館などは政治的な圧力に屈しないことが挙げられるで
あろう。上述したように、表現の自由と知る権利を守ることである。
有名な問題であるが、富山県立近代美術館の「遠近を抱えて」非公開問題は、よくそのことをあ
らわしていると思う。美術の場合、 とりわけ現代美術は、テーマが非常に広く、美術の枠組がもは
やないといっても過言ではないであろう。まさに「表現の自由」という言葉があてはまるのである。
またそれを美術館側が鑑賞者の知る権利を保障しなければならないであろう。プライバシーの保護
などと複雑にからみ合ってくるが、 こういったことはこれからの博物館、美術館に与えられた最も
大きな課題であると私は思う。
C蔀ﾖｰﾆﾇ~D
一年間の総括
2教93‐12大谷綾子
大部分の実習生がそうであるように、私は就職先に博物館、つまり、学芸員という職種を選んだ
わけではない。卒業後の進路として入学当初は学芸員も含めて検討していたが、 2年次の時にある
種の教育関係職種を目指すことに決めた。それでもなお、博物館実習を受講したのは学芸員に対す
る未練というより、博物館の「教育施設」であるという側面に期待していたからにほかならない。
社会教育法に定められているように博物館は社会教育施設である。現在、文部省では生涯教育の
拠点の一つとして位置づけようとしているようだが、博物館人には教育施設としての認識が少ない
ように思われた。
実習が始まって早い時期に、同じ実習生に「教育学科なのにどうして学芸員の資格を取ろうと思
ったのか」という内容の質問をされた事がある。あまりに予期していなかった質問なので自分の考
えをうまく述べられなかったが、この質問は、博物館を教育と結び付けて考えていないから生まれ
たのではないだろうか。博物館でアルバイトをしていたという彼女は、少なくとも私より博物館の
実際について詳しいとおもわれる。たぶん。その場を持たせるための深い意味のない問いかけだっ
たのだろうが、その彼女に聞かれたという事が実習期間を通して気に掛かっていた。
実際、実習を通じて「教育普及活動」は、博物館の柱ではあるが添え物のように扱われていた。
夏の見学実習で、大原美術館を訪れた時、教育に力を入れていると語っておられた。それまで見
学で訪れた館で、そういったところはなかったので「なかなかいい美術館だな」と思っていたが、
よくよく考えてみると、博物館を教育施設として捉えているのならあたりまえの活動ではないか。
それをことさら強調して説明するのは他の館が、そういった活動をほとんど行なっていないからで
はないだろうか。
博物館では物をじっくり見たいのでまわりにも静かにしてもらいたい、騒がしいと憤慨する、 と
いった意見が聞かれる事がしばしばある。私自身も以前は、見学中は自分の世界に浸りたいので静
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かであるにこしたことがない、静かで当然だと考えていた。しかし、学校教育・社会教育（生涯教
育）を含めた「教育」というものを自分なりに学んでいく中で、徐々に考え方が変化してきた。以
前はあれほど疎ましかった子どもたちや子どもづれファミリー、中高年の女性グループ（大体にお
いてしやくってる）のなかにも「学ぶ」という意志を感じられ、ある種の好感が持てるようになっ
た。博物館の存在意義としては、芸術作品や歴史史料を前に見学者が語り合える館のほうが、静寂
な博物館よりも大きいのではないか。実際は、その様な博物館にお目にかかることはない。展示し
てある作品を見ることで学ぶ以上のものが、博物館活動においては期待されてしかるべきであろう。
教育（子ども時代）で、 もっとも重要視されるべきものは、教科教育で身につける知識ではなく、
創造力だと、私は考えている。教科教育はそのための基礎であって、目的ではない。教育の本質は
自己を向上させ、人生をより豊かにすることで、知識を増やすためのものではない。人間が、個人
で生きるのではなく、社会の中で生きるということを学ぶ場として、学校は位置づけられるべきで
あろう。
博物館における活動として、大体の学芸員志望者がメインとして捉えているのは、調査・研究だ
と思う。館によっては学芸員と呼ばずに、研究員と呼ぶところがあると聞くので、私の考えは一概
に間違ってはいないだろう。新しい博物館の特徴として、調査・研究に力を入れているという話を
聞くたびに、どうして、教育・普及活動に力を入れているという館が少ないのだろうと思った。
科学系の博物館は、他館と比べると教育（特に学校教育）に重きを置いているのが感じられる。
東京実習で見学させていただいた科学博物館は、子どもに科学的視座を養わせようという意図が感
じられ良かつた。ただ、見学解説を行なっているのが、ボランティアというのが気になった。予算
的に無理があるのだろうが、専門家（学芸員）ではない。解説員を置いている他の館の例でもボラ
ンティアで、常時、学芸員が展示の前で解説しているという話は聞いたことがない。私たちが実習
として見学させていただくときは、学芸員の方が展示の前で、質問に答えて下さいますが、通常で
は有り得ないことというのが現実です。
生涯学習の面から考えると、現役を退いた年配の方や、フルに働くことは出来ないが社会活動を
行ないたいと考える主婦にとっては、博物館のボランティア解説員は魅力的で興味のある活動であ
る。でも、ボランティア研究員というのは聞かない．研究は、専門家で無ければ出来ないと考えて
いるからではないのか。それならば、なぜ、解説の専門家を置かないのか。なぜ、アマチュアのボ
ランティアでまかなおうとするのか。そこに博物館人の根本的思想があるように思われる。
講義（実習）内容に関していえば、 もっとビジュアル的な実習を取り入れてもらいたかった。全
体的に歴史コースの自習生が多いからか、大学のスタッフの都合なのか、資料にたいする扱い方、
心構えはていねいに伝授いただけたが、展示するという意味でのビジュアル的なテクニックについ
てはあまり重要視されていなかったように思われる。テクニックだけで、内容が無ければ意味がな
いと言われそうだが、公開することによってはじめて、意味が生まれるのではないか。そのために、
展示技術はもっと重要視されてしかるべきではないか。一応、展示方法は実習内容であるのだが、
見学実習で気がつく展示や配置とは、少し離れていたように思える。ビジュアル的なものについて
専門的に学んだ経験のある実習生は少ないだろう。感性が無ければどうしようもない一面もあるが、
技術でカバーできる面もたぶんにある。そういった技術は、実習にどんどん取り入れるべきだと思
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実際に展示するという意味で、また共同作業でひとつのことをやり遂げるという意味で、展示実
習は有意義なものであった。内容的には、専門家から見れば拙いものであっただろうが、展示の難
しさ、研究したことを伝えることの難しさが実感できた。私たちが、伝えたかったことのほとんど
が、伝わっていないという現実を突きつけられたのである。展示に解説が多いのは、見学者を疲れ
させ、見る意欲を低下させるだろうと思い、解説のほとんどを図録に載せた。そのため、図録を見
なければ内容を理解できないという結果を生んでしまった。実際は、解説を最小限にし（出来るな
ら全く無くても）内容が理解できる展示にしたかったのである。百貨店のショウウインドウのよう
に、ただ商品を美しくならべ、購買意欲をそそらせるのではなく、そこに何らかの学問的意図を盛
り込み、見学者に自己の向上となる何かを得て帰ってもらわなければ、展示とは言えない。
できれば、実習の最初のころに、 ミニ実習展みたいなものでもしていれば、実習全体が引き締ま
ったのではないか。見学実習でも、 もっと、いろいろなことが質問できたとおもう。頭でわかって
いても、実際に展示をしてみると思った通りに出来ないことは多々ある。展示実習は大変な作業で
あったが、学芸員を目指すのであれば、もっと、展示実習の回数を多くしたいものである。 もちろ
ん、実習時間や予算、資料を借りるという対外的なことを考えると現実としては、難しいだろう。
博物館は、教育施設であると同時に研究施設でもあるのだが、他の研究施設（いわゆる研究所）
や大学などと比べると捉えどころのない目的を持っている。そのため、その存在意義や目的を失い
がちに成り、博物館とは名ばかりの展示会場になってしまうところもあるだろう。経済社会におい
ては、どのような活動をするにもお金がかかり、非生産的な活動には公的資金は流れにくい。お金
を集めるために商業的な活動に流れ、博物館としての本質を失うこともあるだろう。しかし、商業
活動が一概に「悪」であるということもない。博物館としての本質を失わなければ、商業的に成功
することは博物館にある資産（資料）の、市民にたいする還元として位置づけられるのではないだ
ろうか。客寄せ的な企画展は、博物館としての存在を落しめるものだと考える人もいるが、博物館
は、そこにあるだけでは、本当の意味が生まれない。博物館実習において一般には見られないバッ
クヤードを見学できたこと、現役学芸員のいろいろなお話をうかがえたことなどを合わせると、充
実した一年であったといえる。博物館側にしてみれば、博物館人に成らない人間に教えるのは、時
間と労力の無駄だったと言われるかもしれない。そう言われないためにも、私の今後の課題はいか
に実習で学んだ事を仕事に生かすか、 ということである。社会貢献という意味では、どのような職
種であっても、学んだことが生かせれれば、意味のある時間を共有できたといえるのではないでし
ょうか。
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C蔀ﾖｰﾇ刀
2文履96-4太田亜樹子
1， 1年間をふりかえって
博物館実習の履習は、この1年間、私の生活において大きな比重を持った部分であり、常にこれ
に関連する作業を考慮してスケジュールの調整をしていたように思う。卒論や就職活動に追われな
がらも、クラス全体の出席率は相当良かつたし、休日の学外実習への参加も熱心な人が多かった。
授業内容の如何はさておき、非常に重要なのはクラスの雰囲気であり、受講するものの意欲でもあ
る。確かに、学芸員資格取得には欠くべからざる科目ではあるが、それ以上に授業内容に興味深い
ものが多かったことが原因だと思う。約10ヶ月の期間であったｶﾖ、盛り込まれていた課題を十分納
得がゆくまで消化するには、この倍の時間が必要となるであろう。他科目と根本的に違っていた点
を掲げれば、最初に想起されるのが、常に学芸員という仕事を志向した実践的な学習内容である。
具体的な職務内容や手続きの方法を学ぶ度に、それまで抱いていた学芸員職に対する固定的なイメ
ージが次々に払拭されていった。この授業を受講する以前に、本や雑誌・新聞などから学芸員の仕
事についての情報は得ていたが、雑芸員などと称されるほど様々な種類の職務をこなさなくてはな
らないという程度の理解にとどまっていた。資料の取り扱いや保管面での問題は、知識の集積だけ
では当然十分な対応ができるわけではなく、いかに身をもって習得してゆくべきことが多いかを知
った。この仕事は一見館内に閉じこもりきりで保管資料の管理ばかり行なうもののように受けとら
れがちだが、実情は相当行動を要求される外向的な仕事でもある。こうした数々の発見ができたの
も、館内業務を裏方から詳しく説明して頂く機会に恵まれ、現場の声を直接聞くことができたこと
による。見学実習で得たものは実に大きかった。やはりこの授業で最も意義のあったことは、自ら
の手で触れ、自らの足で出かけて行って学ぶことにより博物館業務の実際を多少なりとも知ること
ができたことである。
2，見学実習について
約10ヶ月の間、学外での実習は10回以上あり、公立・民間、歴史・美術・科学系等の違いも考慮
した年間スケジュールを消化した。多くは日曜日や休日を利用したものであったため、平日仕事を
持つ身でありながら、ほとんど出席でき有難かった。ただ唯一残念だったのが、夏期に連続して、
洋上実習と東京実習が行なわれたため、会社での勤務を優先せざるを得なく、東京行きのみ参加し
たことである。その他、夏期休暇中に行なわれた研修も、特に平日の昼間に行なわれたものは有給
休暇を駆使し、一部又は他班の巡検の週末日のみ、途中参加させて頂いたり、いろいろと苦心して
出席した。そういった事情もあり、見学実習に参加できた折には、できるだけ貧欲に見学したつも
りである。そして、学外の見学実習を終えた後、しばしば思ったのが、折角多くの関連資料の配布
を受け、注目点をメモしておきながら、それらがただファイルされるのみで終わってしまうことの
惜しさである。できれば、次週の土曜の授業時間の半分だけでも利用し、見学実習についてのディ
スカッション形式の授業にしてみてもおもしろいと思う。館の展示方法で気付いた点、更に調べた
事項、全般的な感想などを自由に話し合うかたちで授業を設定してはどうであろうか。こういった
－54－
作業も秋の企画展示実習の準備を行なう際、有効であると思われる。また、他大学の学生との意見
交換や、京阪神地域の博物館関連の情報をやりとりしてみるのも楽しい。
また、実際多くの館を見学し、館運営上の問題点も実感した。今日、各館ではどこでも必ず、観
覧者のためのサービス向上を第一の目標に掲げ、多種多様な工夫をしている。予算上相当額になる
と拝察されるような、ビジュアルな解説装置や、対話型操作法のコンピューターの設置等、今では
決して目新しいものではない。こうした展示演出面でのサービス向上の傍ら、どうしても解決でき
ない根本的な問題がある。これは、見学実習の初回で訪問した吹田市立博物館や泉南にできた弥生
文化博物館、または彼の国立民族学博物館でもあてはまるのだが、館までの交通が実に不便である
ということである。つまり、初めて訪れる者にとっては非常に行きづらいのである。この問題は、
いわば行政レベルのもので館運営には直接関係するところがないかもしれないが、まず第一に見学
する人へのサービス向上を考えるのであれば、無視しておくこともできない。
そして、このサービスのなされ方にも一工夫が必要とされる。言うまでもないが、博物館の第一
義は、社会教育（教育という概念に少々の違和感はあるが）に寄与する施設であって、決してアミ
ューズメントに終止するような行楽の場ではない。このあたりの取り扱い方がいろいろと論じられ
ることが多く、明らかに今後の博物館運営に求められるサービスの内容にも少なからぬ影響が生じ
てくることであろう。各地方での観光ビジネス、あるいは「町（村）おこし」事業の一環として、
小規模の博物館建設が相次いでいる。博物館は楽しむ所、遊べる所という新しい概念がつけ加えら
れつつあると受けとるべきであろうか。いずれにせよ、かつては固定的なイメージでとらえられて
いた博物館にも、それを覆すような新しい性格をもった運営が求められ、また、その要求に応える
姿勢が明らかになってきている。不思議なことに一日中居ても飽きない館がある反面、展示物の種
類も量も豊富であり施設自体新しく整った環境にあるのに何故か少しも興味が沸かない館もある。
原因を考えてみて思い当ったのが、レプリカの多さである。いかに費用をかけ大がかりな複製品や、
解説補助設備を設置しても、実物の資料が与えるインパクトに勝るものはない。つまり、資料収集
が不十分な館には人を引き付ける力がないのである。たとえ限られた量の資料展示であっても、大
きな充実感を得られることもある。この差異こそまさにその館の学芸員の力量が示された結果であ
る。
また、今一つ明らかにできなかったのが、美術品といわれるものと工芸品という範晴に入れられ
るものを分かつ規準であり、学芸員としてはいかなる認識を持つべきかということである。この二
つを分ける壁はどんどん低くなり区別を付けること自身も疑問視されてきている。見学実習中、現
役の学芸員の方々に意見をうかがってみるべきだったと思う。
そして、本実習中、特に貴重な経験であったと思うのが、表具店の見学である。博物館資料の保
管管理上おざなりにすることができない技術であるが、やはり職人の数の減少や技術を伝えるため
の環境の変化など、対応してゆかねばならぬ問題が多いことを実感した。
見学実習にのぞみ、実に多くのことを学ぶことができ、年間のスケジュールを通し、本当に学芸
員職が自らの資質に沿うものであるかということを問いなおす良い機会にもなった。
3、展示実習について
夏期の一連の学外実習が終了すると、程なく秋の展示実習準備を関始せざるを得なくなった。 も
はや二か月に足らない日数しか残っていない時点まできて、ようやくエンジンをかけたが、テーマ
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の決定にかなり手間どった。メンバーの中で労力と責任の負荷に多少なりとも偏重はあったといえ、
我が二部美術班は初めから終了まで全員が意欲を持って取り組めたと思う。私は、平日の昼間行な
った打合わせには参加できなかったが、可能な範囲で精一杯貢献できたと思っている。私たちが選
んだテーマは「縞」であったが、限られた展示スペースにどのようにしてこの広範な主題に沿った
企画を演出できるか、レプリカやコピーばかりにならぬよう実物資料をどれだけ借用できるかが最
も苦盧した点である。結果としては、日本と西洋、明治時代以前と現代、 といった比較を試み、
「縞」のもつイメージの変遷を紹介した。図録の編集については、何度も検討を重ね、手間をいと
わず資料を集め、装丁にも十分気を使った。実際のワープロ入力は字体を一定にすることもあり、
マシンを所有するメンバーにかなり負担をかけてしまったが、逆に心強いリーダーシップを発揮し
て他のメンバーを引っぱってくれたことが有難かった。私も少しでも班のため協力できることを願
って、実物資料の借用交渉を行なった。京都の織物大手メーカーより、桃山～江戸期の間道裂れを
借りることができたが、実際自らアポ取り、面会、借入、返却等の一連の作業を行ない、 ものを借
りることの苦労を体験した。幸いなことに、先方は関西大学の本企画に対し、深く理解して下さり、
快く資料借出しを引き受けて頂けた。返却時には、企業内見学まで配慮して頂き感激したが、本来
学芸員であれば、一回の企画展で何か所もの資料所有者と交渉しなくてはならないことを思い、改
めてこの仕事の対人間の部分の重要性を意識した。展示公開中の期間は、これもまた平日の昼間だ
ったため見学することは果せなかったが、公開日前日の夕方、会場を覗いた限りでは、きっちりと
準備も完了し、まずまずの展示ができたと安心した。先生方の評には厳しいご指摘もあったが、今
後の参考として受けとめ反省材料にしたい。最後まで懸案事項として残ったのが、日本と西洋にお
ける「縞」のイメージの違いと類似性についてどのような解説を施し、観覧者の理解を促すかとい
うことであった。結局、この部分が不十分なまま展示会開催となってしまったが、ここでは、学芸
員による展示解説はどこまでなされるべきかということを考えさせられた。企画主旨は明確にしな
くてはならない。しかし、ある一定の視点からとらえた解説に偏りすぎると、見る者の観点を固定
化してしまう幣害も生じるのではないかという危倶を抱く。 と言えども、説明不足であっては見る
者の興味を引き出すのが難しくなる。そのあたりのバランスをしっかり考慮した企画をたてること
が、展示会の成功に大きく影響するものと受けとられる。展示実習は、通常気付きにくくなおかつ
重要である展示企画上の様々な要点に目を向ける機会を提供してくれ、貴重な経験であった。
4，今後の授業に対して
この授業は忙しく時間的にも経済的にも負担が多い。ただし、教室で聴講するだけの授業では学
べない実践に即した優位性がある。また、自らのイメージの中でしかとらえていなかった学芸員職
の実情を知る上で、 この上なく重要であった。現在各地の博物館が抱えている問題や、取り組んで
いる事業など、考察すべき課題が多くあることも知った。授業スケジュールには、少しの無駄さえ
ないよう配慮がなされているが、年間のうち、一または二回程度、学生主導の意見交換や問題提起
の場を設定してもよいのではないだろうか。年々、学芸員を志す人数が増加している状況をとらえ
て、今後の博物館の在り方について論じ合う時間があれば、更に有効であろう。また、折角、二部
にもこの科目が開設されたのであるから、夏期の特別授業や研修の計画も、働く学生の状況に促し
たものであって欲しい。今後、増々受講生が充実感を得られる実習および講議の実施を希望する。
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G蔀ﾖｰﾆﾇｰの
2史・地93-26村田亜矢
この博物館実習を受けるまで、恥ずかしながら、私はあまり博物館に行ったことがありませんで
した。しかも、私は歴史・地理学科に所属しているにもかかわらず、歴史系・民族系博物館よりも、
美術系の博物館の方をよく利用していたと思います。このように、博物館に対してあまり興味を持
っていなかった私が、この講義を受けようと思ったのは、 とある博物館でアルバイトをさせていた
だいたことにあります。その博物館で、私は約2年間ほど、文化財調査補助員という肩書きで（た
いそうに聞こえますが、単なる雑用係です)、仕事をさせていただいたのですが、その経験は、た
だ面白かったというだけでなく、学芸員の仕事、そして博物館の役割をよく知りたいという思いの
きっかけとなりました。
このアルバイトでの私の主な仕事は、資料ファイルの整理と、発掘された資料一土器一の復元・
保存でした。ファイルの整理は、その資料（といってもほとんど土器のものでしたが）の図面から
特徴や製作方法などを抜き出し、記入してファイルを作成し、年代・種類ごとにそれを整理すると
いう、単純な作業でした。土器の復元は、破損部分を石膏で補修するという、 これもまた難しくは
ない作業でしたが、 この場合、ファイルの整理とは違って、実際に資料に手を触れるので、壊した
り、傷つけたりしたらどうしようと始終、不安を抱きながら作業をしていました。しかし、いずれ
の作業も、終わりがないのではないかと疑うくらいの膨大な量があり、私はアルバイトなので適当
なところで終わらせていただいたのですが、学芸員の方は当然これらの作業をすべてしなければな
らず、勿論、仕事はこれだけではないのですから、学芸員という職はかなりハードな仕事なのだと
感じたことがあります。
博物館の果たすべき機能として、資料の収集・保存、展示、調査・研究、普及活動などが挙げら
れます。私はアルバイトで、収集・保存の活動に多少ですが携わることができました。しかし、作
業という具体的な面で携わっただけで、その本質一意義一を理解したとは言えません。収集・
保存以外の博物館の機能についても同様です。博物館学の講義で、博物館の目的、機能を学んだの
ですが、論理としては判っていても、実際にその仕事に従事してみなければ、その本質は判らない
と思います。それで、少しでもその本質を知ることができればと、博物館実習を受講させていただ
きました。
一年間の博物館実習を振り返ってみて、本当にあっという間に終わってしまったなあとつくづく
思います。毎週の講義が新しい発見と普段得ることのできない体験で充実していて、本当に楽しか
ったです。 （ただ、それと同時に、学芸員という仕事の厳しさも知ったわけですが｡）博物館実習は、
実技と見学、講義の混合で行なわれたのですが、どの授業も関心を持って参加させていただきまし
た。
実技で印象に残っていることは、資料整理・清掃・点検・復元の授業で、資料に触れることがで
きたことです。私はアルバイトで資料に触れることは多々あったのですが、実際に展示してある資
料に触れることは初めての体験でした。この授業では、いくつかの班に分かれて、おのおの整理。
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清掃・点検・復元する展示ケースを当てられ、私たちの班は、中国の土器、青銅器（装飾品）の展
示されているケースを受け持つことになりました。スケッチ・メモなどで、資料の位置を確認する
ようにと教授から指導があり、 また、私たちの受け持った展示品は細々としていてケースの大きさ
の割に数が多かったので、しっかりとメモを取っていたのですが、清掃し、展示品をケースの中に
戻してみると、 きっちりとケース内に納まらず、あわててしまいました。このような初歩的な作業
でこんなミスをすることなど、全ての資料を把握し、保管、展示している学芸員には考えられない
ことだろうと情けなく感じました。
見学では、 この一年間、多種多様な博物館、施設を訪れましたが、その中で特に印象に残ってい
るのは、奈良国立博物館です。私たちが訪れた博物館のほとんどでそうだったのですが、ここでも
学芸員の方が、お忙しい中、私たちのためにわざわざ時間を割いてお話をしてくださいました。そ
の内容は、奈良国立博物館の歴史、そして現在の状況などいろいろありましたが、中でも、展示活
動についてのお話を興味深く聞かせていただきました。奈良国立博物館は、その館蔵品の大半が仏
教美術に関するもので、そのため、固いイメージが定着しているのだそうです。そのイメージを変
えてもっと親しみのある博物館とするために、特に子供を対象に展示活動に力を入れていると、学
芸員の方はおっしゃられていました。その具体的な活動が、 「親と子のギャラリー」や、 「親と子の
文化財教室」ですが、ちょうど私たちの訪れた時期に、この「親と子のギャラリー－ぶつぞう入門
一」が開催されていました。この展示の内容は、私があれこれと述べるより、次のパンフレットか
らの抜粋がよく表していると思われます。
「仏（ほとけ）の種類は四つ－如来・最高点にゴールインしたホトケです。頭はパンチパーマ
です。菩薩・ゴールを目指して勉強しているホトケです。明王・どんな力にも打ち勝つ強いホトケ
です。恐い顔をしています。天・世界を守るガードマンのホトケです。男と女の区別がありま
す｡」
「博物館に行って仏像博士になろう／」
このように、パンフレットにも展示にも、子供に判りやすい、そして興味を沸かせるような工夫
がなされていて、私たちが見ても充分に楽しめました。大阪市立科学館や、東京の国立科学館、弥
生文化博物館など、子供を対象とした展示を多く行なう博物館が、最近富みに増えてきていると感
じます。特にこのことは、科学系の博物館で顕著だと思いました。しかし、全ての博物館がそうで
あるわけではなく、余りに専門的すぎて、判りずらい展示をしている博物館もあります。取り扱わ
れている分野で制限があるのだろうと思いますが、講義でのお話で言われたように、第三世代の博
物館として、ニーズを捉えた活動を市民から期待されているというのならば、更にこの展示活動が
普及してほしいと思います。
実技、見学ともに貴重な体験をさせていただいたのですが、博物館実習を振り返って、やはり一
番そう実感したのは、展示実習での体験です。私たちの班は、 「野球史における道具の変遷と生
活」をテーマに展示実習を行なったのですが、 このテーマに決まるまで、いろいろと論議が沸騰し
て、なかなかテーマが決まらず、こんな状態でみんなが一致団結して展示が出来るのかどうか、最
初は不安でした。しかし、今考えてみると、この時みんなが言いたいことを言い合えたことは、か
えって信頼関係を深め、団結を早めることとなったと思います。展示の作業は、準備期間が短かっ
たので、急ピッチで行なわれました。作業は、年表、図録、資料借りだしと、三つの班に分けられ、
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私は年表班でプロ野球史を担当することになりました。実は、私は、野球で知っている選手といえ
ばイチローと野茂ぐらいという野球に関してまったくの無知であったので、この仕事を担当するこ
ととなって、いや、テーマが野球に決まった時点で、かなりの不安がありました。それでも、素人
から見た野球の観点も重要だと、みんなから励まされ？、なんとかこの仕事を終えることができま
した。しかし、野球のことなど何も知らない私が作成したプロ野球史の出来はひどいものだったと
思います。全体としての年表は他のみんなの努力で立派なものができたのですが、 もし、昭和40年
からのプロ野球史の出来が良くないと感じられたならば、それはすべて私の責任であることを班の
みんなのためにここで銘記しておきます。こうしてできあがった展示は、いくつかの反省点はあり
ますが、班のみんなで協力しただけあって、素晴らしいものができたと思っています。
私は、博物館の本質一意義一について多少なりとも理解できればと、また、博物館を支えている
学芸員の仕事を実際に体験したいと思い、この博物館実習を受講したのですが、この講義で、博物
館に関する知識だけでなく、 「人とのつながり」の重要性をも教えていただいたように思います。
それは、講義の中で、見学において、実技の中で（特に展示実習で)、絶えず授業の根底にあった
と思います。最後の授業でお話頂いたこと‐学芸員の仕事は「人とのつながり」が大事である、し
かしこのことは学芸員に限ったことではなく、私たちの生活の中でも重要なことだ－が、強く印象
に残りました。
最後になりましたが、博物館実習を通じて一年間、私たちにご教授してくださった担当者の方々
へ、お礼を述べたいと思います。実に多くの貴重な体験をさせていただいて、本当にありがとうご
ざいました。
C蔀ﾖｰﾇｰゐ
｢博物館実習一年の総括」
II文履96-44湯野浩一
先日、博物館実習の講義が全日程を終了した。今思うと、忙しいながらもあっという間の一年だ
ったような気がする。しかし、その一年は、他の授業とは比較にならないくらい充実していたし、
又、やりがいもあった。そんな中で、授業が終了したことは残念であり、 もっと勉強をしてみたい
という気持ちでいっぱいである。
私は、この授業を履修するにあたって、科目履修生という道を選んだ。友達には、何故そこまで
して資格を取る必要があるのかと聞かれるが、正直言って、意地で履修した面がないわけではない。
と言うのも、私は大学在学時代に、二度もこの履修に失敗している。その失敗も、同情の余知のな
い私の単なるケアレスミスであった。もちろん資格を取得したからといって、学芸員にすぐなれる
とは考えていなかったが、後にその為に後悔したくはなかったし、わずかな可能性でも残こしてお
きたかったのである。
そんな事情もあって、今年無事に履修出来た時には大変うれしかったが、いくつかの不安もあっ
た。一つは、私自身の向き不向きという点。二つ目は、授業の当りはずれの点である。公務員試験
を目指す私にとって、大阪に残ったのは、 この授業の為だけであると言っても過言ではない。今ま
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で何度も、プリントを読むだけの期待はずれの授業（私自身の感想として）を受けた経験があり、
それだけにこの点が一番不安であった。又、ガイダンスの時、網干教授が、履修希望者に向かって、
資格を取得したからといって学芸員になれる人は、この百数十人の中に一人もいないことさえ有り
得ると強い口調でおつしやられた時、わかっていた筈なのに、駄目を押された気がして、無駄な道
を選んでしまったのではないかと考えさえもした。
しかし、そんな不安は、授業を重ねる度に少しづつ消えていった。それは、講義自体が、単なる
技術論や方法論で終わらず、博物館の学芸員として現場で働いておられる先生方の豊富な体験談や
裏事情の話によって構成されていたからである。そう考えると、講義自体はさほど難かしいもので
はなかったように思われる。確かに、中には印刷の方法など専門的な講義もあったが、ついていけ
ない程ではなかったし、学芸員としての基本的な仕事の幅をも知ることが出来た。ただ残念だった
のは、実習と言う割には物に触れる機会が少なかったのではないかという点である。今回我々は、
清掃・梱包・取り扱いという過程で資料に触れることを得た。その中で、私は最初こそためらって
はいたが、積極的に資料に触ったつもりである。それにもかかわらず、触れることが出来たのは、
銅鏡・掛軸・土器等の中の単純な形をしたものだけで、あとはビデオによる実習であった。これら
によって基本的な取り扱い・梱包方法のイメージは出来たが、実際、複雑な彫刻を取り扱えるかと
いうと自信がない。時間や資料の貴重性を考えると大変難かしいことなのであろうが、どれだけ物
に触れたかが重要となる世界だけに、 もっと資料に触れる機会を多くとってもよいのではないかと
思う。
今回の講義の中で、最も重要な位置を占めていたのは、学芸員の心構えという点であろう。毎回
講義の内容は違っても、話の随所で力強く語られ、その大事さがひしひしと伝わってきた。中でも
一番感心したことは、コップを平気で机の端に置くようでは学芸員には向いていないという話であ
った。最初は、貴重でない物にまで気を配る必要はなく、ケースバイケースだと思っていたのだが、
ほんの気のゆるみから日頃のくせがでてしまい、大事に至ったという話を聞く度に、学芸員の本質
をついた言葉だったのだとつくづく思う。又、学芸員とは、資料と同じくらい人との関係をも大事
にしなければいけないことも幾度となく学んだ。机に向かい研究ばかりしているイメージが先行し
ていた為、多少意外な気もしたが、特別展などで出品交渉が重要視される博物館としては当然のこ
となのかもしれない。
感心したと言えば、実習の一貫として様々な博物館を訪ずれた。中には、ただ一般客同様に展示
を見学するだけの所もあったが、詳しい説明をしていただいた上に、日頃見ることの出来ない裏舞
台を案内していただいた所もあり大変勉強になったし、興味深かった。見学実習としてよかった点
は、様々な分野・大小・国立私立の多岐にわたり博物館を見学出来たことが一番に挙げられる。こ
のことによって、博物館の間の比較がし易く、それぞれの博物館が抱える諸問題を如実に知ること
が出来た。訪れた博物館の中で、最も興味を引かれたのは海遊館である。ここは博物館相当施設に
あたり、我々の専門とは違うが充実した施設と研究・ くだけたイメージを活かした講習や機関紙等
開かれた博物館の理想的姿にも見えた。又、展示資料の違いからくるイメージの差は仕方がないと
思う反面、図録等にイラストを入れるなどのわずかな工夫で、改良出来るのではという考えも湧い
た。
他にも、藤枝表具店や同朋舎等の仕事場の見学等、日頃体験することのできない貴重な経験をし
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たが、見学実習の多くは、夏期休業期間中に、作業実習・洋上実習・東京実習として特に集中して
行われた。中でも、洋上実習と東京実習は、かなりの強行日程で、充分な説明と見学が実現せず不
満の声も聞かれたが、貴重な経験には事欠かなかった。その一つが、九州の小さな地方博物館と東
京の大規模な中央博物館の両方を堪能出来たこと。そして次に、洋上実習を通じて他大学との交流
が持てたことが挙げられる。しかし、一番の成果は、クラスのメンバーにまとまりが生まれたこと
であろう。この夏期実習は、見学旅行の一面も多分にあり、私もどちらかというと実習外活動の方
に力を入れてしまった気がするが、他の実習以上に興味を抱いて望むことが出来たので、 これから
も続けてほしいと思う。
秋が近づくと、実習最大の山場である実習展を迎える。履修者全員がこのことを覚悟していたと
はいえ、班のまとまりが遅れ、結果的に作業への取り組みも遅れてしまった。この状況は毎年のこ
とらしいが、後から考えてみると、前期の講義の中で、班ごとに動くことが少なかったことに原因
があるのではないかと思う。その結果、後期の結束力からは想像出来ない前期のよそよそしいクラ
スの姿があった。 ともかく、我々は、実習展に向けて団結がギリギリ間に合い（？)、展示テーマ
の設定に取りかかった。そして、様々な意見の中から野球道具の歴史展・ドラえもんと生活展・駄
菓子の歴史展の三つに絞られることとなった。時間が時間だけに、実現不可能な場合を想定し、一
つに絞りきれなかったのだ。結果から言うと、 「野球史に見る道具の変遷と生活展」として決定し
たわけであるカヌ、私はドラえもん班に属し、漫画専門店・出版社又は、同系の手塚治虫博物館と出
品交渉を行なった。生憎、先方の多忙さ故の連絡不通、資料借し出しの難解さが重なり、断念せざ
るを得なかった。休日も返上しての交渉だっただけに、無駄に終わってしまったむなしさは残こっ
たが、学芸員の苦労の一端を体験出来たようでうれしい気もした。
テーマが一本化され、分担も順調に進み本格的な準備作業が始まった。 とはいえ実習展まで二ヶ
月をきっている為、焦りと不安は募るばかりであった。資料の借り入れは当然、って。これを最大
限に利用し、阪神タイガース球団等と出品交渉を行った。しかし、資料はなかなか手に入らない。
焦った我々は、日帰りの強行で東京野球体育博物館にまで足を伸ばした。交渉は意外にスムーズに
終わった。借用出来た資料は、写真・ネガ・ポジ等ばかりで必ずしも満足のいくものではなかった
が、出品交渉の厳さを何度も聞かされているだけに、納得せざるを得なかった。
幸いにも、実習展直前になってデサントよりグラブを三つ借して頂けることになり、展示として
は出来過ぎの状態になった。たった三日の展示で、博物館の特別展から比べると、文化祭の延長程
度でしかないけれど、特別展へ向けた基本的流れ、苦労や喜びを体験出来たことは一生忘れられな
いと思う。確かに、班どうしの一貫性のなさ、レイアウトの不十分さなど不満ばかりではあった。
しかし、展示終了後、皆が不用となった資料を大事そうに持ち帰る姿を見て、実習展の目的は達成
した気がした。
一年間の実習を終え振り返えると、今年ほど博物館をよく見学した年はなかったし、見学の視点
が変化していった年もなかった。それは、私が確実にこの授業によって博物館をより身近に感じ、
学芸員の仕事の本質に近づけた証しであろう。 もちろん、もっと奥が深いことも知っているし、博
物館の抱える問題もこれからのものばかりである。今年数多くの博物館を見学し、それぞれの館が、
生き残る為に独自性を追求し、様々な工夫を凝らしている姿を肌で実感してきた。その中で、奈良
県立美術館は志賀直哉の視点から見た特別展を開き、井溪先生の堺市博物館はシーボルト展の中で
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’館を日本列島に見たてた展示をする等、新しい試みがどんどん行なわれている。そう考えると、今
回学んだことはあくまでも原点であり、学芸員の仕事はまだいろんな可能性を秘めていると言えよ
う。しかし、何度も繰り返すことになるが、その原点が一番重要であることに違いはないだろうと
私は思う。
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